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■今月の表紙
１１月１１日�、記念すべき２０回目のいびがわ
マラソンが行われます。
全国から集まるランナーと一緒に記念大会
を楽しもう！（写真は２００５大会）

■特集………………………………………２
○おかげさまで２０年 いびがわマラソン記念大会

■まちの話題………………………………６
■生涯学習の広場…………………………９
■図書館へ行こう………………………１２
■文化だより……………………………１３
■議会だより……………………………１４
■健康にこにこコーナー………………２１
■Information Room …………………２２
■窓口だより……………………………３１

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲砲！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！



１９８８年に産声をあげた、いびがわマラソンが

今年で２０回の記念大会を迎えることができました。

これもいびがわマラソンを愛し続けてくださったランナーの

みなさん、ボランティアとして大会を支えてくださった皆さん、

寒い日も沿道にでてランナーを励まし、応援してくださった皆さん

多くの皆さんの温かい思いが２０年という歴史を刻んだと思います。

第１回から２０年連続してエントリーされたランナーは、７６名、

また、ボランティアとして２０年連続で参加された方は、１０名

いらっしゃいます。素晴らしいですね。心より感謝いたします。

～２０年の間には思い出がいっぱい～

土砂崩れで道がなくなり、
急遽、皆さんの力で、仮設
の橋を作っていただきまし
た。
看板には「橋の渡り心地
は」とあります。

大雨で、雷も！
ランナーもボランティアも
応援する人もびっしょり～
でも、ランナーは平気。完
走率は、例年以上に高かっ
た！

西田ひかるさんがウ
ォーキングに参加。
町民のみなさんと３
㌔を楽しまれました。
（今年も参加されま
す！）

第１０回の記念大会は、
全国から９，３１１人の
ランナーを迎えまし
た。
さあ、スタート！
人の波が、いつまで
も続きました。
１番賑わった年で
す。

～エントリー数の変化～

今月の特集
feature articles

２０回大会は、
７，４００人を超え
そうです♪

１９８９年大会

２００４年大会

１９９０年大会

１９９７年大会
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2007 20th
ANNIVERSARY

11.11SUN

交通機関のご案内 

大垣 岐阜

いび 会場 

近鉄バス

近鉄養老線
（揖斐行き）

JR東海道本線

シャトルバス

雨天決行

［フ　ル］10:30AM START!
［ハーフ］11:00AM START!

http://www.ibigawa-marathon.jp/

主催／揖斐川町・中日新聞社 

主管／西濃地区陸上競技協会 

後援／岐阜県・岐阜県教育委員会・（財）岐阜県体育協会・岐阜陸上競技協会 
揖斐郡町村会・揖斐郡体育協会 

協力／岐阜県警察本部・揖斐警察署・揖斐川ライオンズクラブ 
ミズノ（株）・大塚製薬（株）・そのほか 

ナンバーカード協賛／（財）田口福寿会・西濃建設（株）・イビデン（株） 

ゲスト／高石ともやさん・山田敬藏さん・柳川春己さん 
セントジョージマラソン優勝者 

お問い合わせ／いびがわマラソン実行委員会事務局 
 〒501ー0603 岐阜県揖斐郡揖斐川町上南方15  揖斐川町中央公民館内 

TEL.0585-23-0117　FAX.0585-23-0121

揖斐川町お出かけ情報

スペシャルゲスト 

有森 裕子さん 

スペシャルサポーター 

西田 ひかるさん 

ウォーキングゲスト（参加予定） 

所 英男さん 

月刊ランナーズ  
2006 全国ランニング100撰 

5位 
選んでいただき、ありがとうございました。 

おかげさまで20年 
～感謝の気持ちをあなたに伝えたい～ 

スペシャルコーチ（ランニング教室） 

金 哲彦さん 

大会の顔「ポスターとＴシャツ」
第１回大会は、高石ともやさんがいびがわを駆け抜ける爽やかなポスターです。大会ごとに、ポスターとＴシャ

ツデザインが変わっていきました。あなたは、どの年のデザインが印象に残っていますか？

第２回◆１９８９年
天気：曇り：気温１３℃
湿度：６７％風：西１Ｍ
エントリー★４１３５人

第４回◆１９９１年
天気：晴れ：気温１５℃
湿度：４３％風：南１Ｍ
エントリー★５４８９人

第６回◆１９９３年
天気：晴れ：気温１６．８℃
湿度：９０％風：北西１．６Ｍ
エントリー★８２３２人

第８回◆１９９５年
天気：晴れ：気温１２．５℃
湿度：６０％風：南南東２Ｍ
エントリー★８９６８人

第１０回◆１９９７年
天気：曇り：気温１６．６℃
湿度：６３％風：北西１Ｍ
エントリー★９３１１人

第１２回◆１９９９年
天気：晴れ：気温１５．２℃
湿度：６１％風：―
エントリー★７５１２人

第１４回◆２００１年
天気：晴れ：気温１３．１℃
湿度：５１％風：北東０．９Ｍ
エントリー★６０８９人

第１６回◆２００３年
天気：雨：気温１６℃
湿度：８７％風：北西１．８Ｍ
エントリー★５７６８人

第１８回◆２００５年
天気：晴れ：気温１２．４℃
湿度：５８％風：南東１Ｍ
エントリー★５４６７人

第２０回◆２００７年

いいお天気に
なるといいね！

第１回◆１９８８年
天気：―：気温８．４℃
湿度：―％風：南南東１Ｍ
エントリー★３３９２人

第３回◆１９９０年
天気：雨：気温１７℃
湿度：７５％風：西１Ｍ
エントリー★４９５４人

第５回◆１９９２年
天気：晴れ：気温１９℃
湿度：４０％風：西５Ｍ
エントリー★７０４１人

第７回◆１９９４年
天気：晴れ：気温２１．１℃
湿度：４７％風：西北西６Ｍ
エントリー★８５６８人

第９回◆１９９６年
天気：晴れ：気温６℃
湿度：６０％風：南１Ｍ
エントリー★８８５７人

第１１回◆１９９８年
天気：快晴：気温１５．７℃
湿度：６２％風：南１Ｍ
エントリー★７９２５人

第１３回◆２０００年
天気：曇り：気温１２．６℃
湿度：５１％風：北西１Ｍ
エントリー★６６７４人

第１５回◆２００２年
天気：曇り一時雨：気温８．５℃
湿度：７３％風：西南西１．３Ｍ
エントリー★６３００人

第１７回◆２００４年
天気：曇り：気温１３．９℃
湿度：５８％風：西北西１Ｍ
エントリー★５６９２人

第１９回◆２００６年
天気：晴れ時々雨：気温８．６℃
湿度：４６％風：北西６Ｍ
エントリー★５９６７人

今月の特集
feature articles
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ランニングミーティング １５：００～１７：００
物産展（バザー） １６：３０～１８：３０
ありがとう前夜祭 １８：３０～２０：００

前日◆１１月１０日（土）
【会場：中央公民館】

START フルマラソン １０：３０
ハーフマラソン １１：００
ウォーキング ハーフ後方～

当日◆１１月１１日（日）
【メイン会場：中央公民館】

いよいよ２０回大会の幕開けです。今年は、２０回大会をお祝いして、前日から多くの催し物が予定
されています。みなさんも、ぜひ会場へ足を運んでみてください。そして、全国から集まるランナー
と一緒に２０回の記念大会を楽しみましょう。

あああありりりりががががととととうううう２２２２００００年年年年！！！！前前前前夜夜夜夜祭祭祭祭開開開開催催催催♪♪♪♪

今月の特集
feature articles

有森裕子さん

おかげさまで２０年 ～感謝の気持ちをあなたに伝えたい～
物産展やブラス演奏もあり
ランニングミーティングと前夜祭
の間には物産展（バザー）や揖斐
川中のブラスバンド演奏もありま
す。併せてお楽しみください。
（全て入場無料）
※駐車場が少ないため、乗り合わ
せてご来場ください。

大人気！

地元のＨＥＲＯ

所君が応援

２００７いびがわマラソン

第１回大会から参加し、いびがわマラソンの顔、高石
ともやさんが曲をプレゼント♪楽しみですね～
西田ひかるさんや所英男さんもかけつけ、エールを送
ります。

市民ランナーの強い味方、金コーチとオリンピック
メダリストの有森裕子さんが、マラソンの魅力やス
ポーツの楽しさを伝えます。
ランナーでなくても、必見のトークショーです。

２０年間を写真でふりかえります。また、２０年間
支えてくださったみなさんに感謝の気持ちをこ
めて、表彰いたします。【中学生がお手伝い】

所 英男さん

笑顔で

皆さんを

元気に！

世界陸上の解説者で人気の
金コーチがやってきます。
いびがわマラソンを完走す
るための秘策を聞こう～

西田ひかるさん

第１部
有森裕子さんと金コーチ
スペシャルトークショー
１８：３０～１９：１０

第２部
２０年間ありがとう
感謝の気持ちをこめて
１９：１０～１９：３０

第３部
明日の大会に向けて
ゴールまで走り続けよう♪

１９：３０～２０：００

金 哲彦コーチの
ランニングミーティング
１５：００～１７：００

いびがわ

マラソンの歌

発表！

高石ともやさん
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あなたは、どこでいびがわマラソンに参加しますか？

岐阜ＦＭ
８０．０mhz生放送

いびがわ
ウォーキング
ただ今、中央公民館と健康広場
で受付中！
★ゲストは西田ひかるさんと

所英男さん
参加賞◆Ｔシャツとジャガイモ
参加費◆１，０００円
スタート◆１１時～

※当日受付あり

朝から岐阜ＦＭはマラソン一色

応援メッセージや応援曲・・

あなたの声が番組を作り上げま

す。ゲストのみなさんも出演さ

れ盛り上げます！

旨い＋安い
物産展がいっぱいゲストのみなさんと

一緒に楽しみたい！ 鮎の塩焼き、ソーセージ

うどん、豚汁、芽室町名物

いび茶、串かつ、おでん

美味しいアレコレにお土産

もいろいろ楽しめます

有森裕子さん：１１：００～

ハーフマラソン参加

西田ひかるさんと所英男さん

ハーフ出発後～

ウォーキング参加

地域応援を楽しもう 応援棒がもらえるよ
沿道では思い思いの応援が、

繰り広げられます。小島小の鼓

笛隊・揖斐小の横笛・藤橋の権

現太鼓・幼児園の鼓笛隊

バンド演奏やおばば太鼓など、

今年は盛りだくさん。ランナー

と一緒に楽しめそう！

井ノ口橋南詰

久瀬公民館前

藤橋診療所前

スタートとゴール

上記の場所で、右のような

応援棒を当日配布します。

膨らませて、応援してね。

お茶目大賞は誰かな？ランナー７０００人
を応援しよう 今年も、コスチュームを着た

ランナーが、沿道のみなさん

を楽しませながら、走りぬけ

ます！桃太郎に、忍者、キャッ

ツ、赤鬼、ひょっとこ…

今年はどんな衣装で登場する

か楽しみ♪

全国から集まるランナーに

いびがわを楽しんでいただきま

しょう。ランナーにとってあな

たの応援が大きな力に！

応援マップをみて

お出かけくださいね。

僕は、コース派！
応援棒をもって、
ランナーを声援す
るよ。ハイタッチ
も楽しみだな。

今月の特集
feature articles

私は、会場派！
いっぱい食べて、
ゲストの方に会っ
て、スタートで、
ランナーを見送る
わ。
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１０
月
１
日
�
、
養
老
鉄
道
揖
斐
駅
前
で
養

老
鉄
道
開
業
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

養
老
線
は
、
桑
名
駅
（
三
重
県
）
か
ら
揖

斐
駅（
岐
阜
県
）ま
で
の
５
７．

５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
。
今
ま
で
の
近
鉄
養
老
線
か
ら
養
老
鉄

道
養
老
線
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

開
業
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
宗
宮
町
長
、

町
議
会
議
員
、
行
政
推
進
員
や
地
元
の
多
く

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
く
す
玉
開
き
を
行
い

新
た
な
出
発
を
祝
い
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、
揖
斐
駅
を
出
発
す

る
記
念
列
車
を
多
く
の
皆
さ
ん
が
見
送
り
ま

し
た
。

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
い
つ
ま
で
も
走
り

続
け
る
「
養
老
線
」
と
し
て
、
ご
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

養
老
鉄
道
養
老
線

新
た
な
ス
タ
ー
ト
！

〜
み
ん
な
の
笑
顔

ず
っ
と
一
緒
に
養
老
鉄
道
〜

７
月
１２
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
谷
汲
木
曽
屋

す
ぎ
や
ま
し
ょ
う

じ

の
杉
山
庄
司
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ

れ
、
宗
宮
町
長
よ
り
ご
家
族
へ
伝
達
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

杉
山
さ
ん
は
、
旧
谷
汲
村
で
収
入
役
を
３

期
１２
年
と
助
役
を
２
年
１
か
月
在
職
し
、
旧

谷
汲
村
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
生
前
の
功
労
が
認
め
ら
れ
今
回

の
叙
勲
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
多
大

な
功
績
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

叙
勲
（
瑞
宝
双
光
章
）

受
章

１０
月
３
日
�
か
ら
１０
日
�
ま
で
、
今
年
で

１８
回
目
と
な
る
ア
メ
リ
カ
・
ユ
タ
州
・
セ
ン

ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
と
の
マ
ラ
ソ
ン
国
際
交
流
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
１３
人
の
派
遣

団
を
結
成
し
、
昨
年
の
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン

で
優
勝
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
ラ
ン
ナ
ー
の

皆
さ
ん
が
１０
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
、
見
事
完
走

さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

や
ま
ぼ
り

と
し
ひ
ろ

・
山
堀

逸
寛
さ
ん

２
時
間
４３
分
１２
秒

５０
位

た
な
か
な

が

こ

・
田
中
奈
賀
子
さ
ん

３
時
間
４
分
１
秒

２６０
位

ま
つ
い

な

ほ

・
松
井

奈
穂
さ
ん

３
時
間
４６
分
５７
秒

１７７５
位

こ
い
し
み

ち
あ
き

・
小
石
三
千
秋
さ
ん

３
時
間
４７
分
８
秒

１７８５
位

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン

国
際
交
流

▲くす玉開きの様子

▲叙勲の伝達が行われました。

▲セントジョージ派遣団の出発式の様子

▲出発を待つ記念列車

▲揖斐駅に新設された看板
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第
６２
回
国
民
体
育
大
会
「
秋
田
わ
か
杉
国

体
」
な
ど
全
国
大
会
出
場
者
の
町
長
激
励
会

が
９
月
２０
日
�
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

揖
斐
川
町
か
ら
は
、
国
体
に
岐
阜
県
選
抜

チ
ー
ム
の
監
督
や
選
手
と
し
て
７
名
、
第
７

回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
１
名
、
第

２０
回
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
１
名
が
そ
れ
ぞ
れ

出
場
さ
れ
ま
す
。
宗
宮
町
長
の
「
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
試
合
に
望
ん
で
く
だ
さ
い
。」と
の
激

励
に
、「
力
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
っ
て
き
ま
す
。」

と
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

国
体
等
全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

各
大
会
の
出
場
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

第
６２
回
国
民
体
育
大
会「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」

そ
う
み
や
つ
ぎ
お

宗
宮
次
男（
少
年
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
監
督
）

は

が

き
ょ
う

こ

羽
賀
今
日
子（
少
年
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

た
か
の

な

ほ

高
野
奈
保（
少
年
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

ほ
そ
の
み
つ
ふ
み

細
野
光
史（
少
年
男
子
ボ
ク
シ
ン
グ
監
督
）

ま
つ
う
ら
そ
う
す
け

松
浦
奏
輔（
成
年
男
子
セ
ー
リ
ン
グ
）

ふ
じ
わ
ら

わ
た
る

藤
原

渉（
少
年
男
子
剣
道
）

ま
す
だ
り
ょ
う

じ

増
田
遼
旨（
少
年
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
）

第
７
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

い
し
ば
し

石
橋
あ
ゆ
み（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

第
２０
回
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
い
ば
ら
ぎ
大
会

み
や
が
わ
よ
し
い
ち

宮
川
義
一（
剣
道
）

９
月
３０
日
�
飛
騨
美
濃
歌
舞
伎
え
な
大
会

に
乙
原
歌
舞
伎
保
存
会
の
皆
様
が
出
場
さ
れ

ま
し
た
。

い
ち
の
た
に
ふ
た
ば
ぐ
ん
き

外
題
は
「
一
谷
嫩
軍
記
」
で
恵
那
市
明
智

か
え
で
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

飛
騨
美
濃
歌
舞
伎
大
会
に
出
場
さ
れ
る
役

者
の
皆
さ
ん
は
、
４
月
か
ら
久
瀬
公
正
公
民

館
で
大
会
直
前
ま
で
練
習
さ
れ
、
本
番
で
は

立
派
な
地
歌
舞
伎
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

乙
原
地
区
の
皆
さ
ん
も
応
援
に
駆
け
つ
け

ら
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
終
演
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

飛
騨
美
濃
歌
舞
伎
え
な
大
会

乙
原
歌
舞
伎
保
存
会
出
場
！

１０
月
４
日
�
名
古
屋
市
金
山
総
合
駅
で
、

「
揖
斐
川
町
・
大
特
産
市
」
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
都
会
で
は
買
い
求
め
ら
れ
な

い
揖
斐
川
町
の
特
産
品
の
紹
介
・
販
売
、
お

よ
び
観
光
案
内
を
行
い
、
揖
斐
川
町
の
魅
力

あ
る
観
光
資
源
を
紹
介
し
ま
し
た
。

会
場
内
は
一
日
中
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い

活
気
に
満
ち
大
盛
況
の
中
終
了
し
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
・
大
特
産
市

名
古
屋
に
て
大
盛
況
！

▲多くの買い物客で賑わう大特産市会場

▲恵那市明智かえでホールにて

▲おめでとうございます
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揖
斐
川
町
敬
老
会
が
９
月
１２
日
�
に
藤
橋

地
域
、
９
月
１７
日
�
に
は
揖
斐
、
谷
汲
、
春

日
、
久
瀬
、
坂
内
地
域
で
町
内
在
住
の
７７
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

敬
老
会
の
各
地
域
の
参
加
対
象
者
及
び
参

加
者
数
は
次
の
通
り
で
す
。
（
単
位：
人
）

〇
揖
斐
川
地
域

今
年
か
ら
会
場
を
揖
斐
川
健
康
広
場
ア

リ
ー
ナ
に
移
し
、
約
７００
名
の
参
加
に
よ
り
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
き
よ
み
ず
幼
児

園
児
に
よ
る
演
芸
、
揖
斐
小
学
校
横
笛
ク
ラ

や
ぶ
き

ブ
の
皆
さ
ん
の
演
奏
、
そ
し
て

永
の
矢
吹

さ
ん
兄
弟
に
よ
る
津
軽
三
味
線
曲
引
が
行
わ

れ
、
参
加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
喝
采
が
あ
り

ま
し
た
。

〇
谷
汲
地
域

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
を
会
場
に
谷
汲
地

区
日
赤
奉
仕
団
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た
敬

わ
か
は
ら
り

さ

老
会
で
は
、
谷
汲
小
学
校
６
年
の
若
原
利
紗

と
こ
ろ

り

か

さ
ん
と
谷
汲
中
学
校
３
年
の
所
理
香
さ
ん
の

な
か
の
と
お
る

福
祉
作
文
の
発
表
や
谷
汲
駐
在
所
の
中
野
徹

巡
査
部
長
に
よ
る
交
通
安
全
、
防
犯
に
関
す

る
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
「
い
ち
ご

畑
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏
や「
谷

汲
舞
踊
サ
ー
ク
ル
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
日
本

舞
踊
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

〇
春
日
地
域

春
日
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
敬
老

会
で
は
、
春
日
文
化
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
よ
る

舞
踊
と
歌
謡
等
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
敬
老
会
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る

民
謡
・
歌
謡
な
ど
で
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。

〇
久
瀬
地
域

久
瀬
地
域
は
、
久
瀬
小
中
学
校
体
育
館
で

行
わ
れ
、
受
付
で
一
人
ず
つ
記
念
撮
影
し
、

お
帰
り
ま
で
に
写
真
を
お
渡
し
す
る
と
い
う

思
い
が
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
た
い
へ
ん
喜

ば
れ
ま
し
た
。
保
育
園
児
の
か
わ
い
い
鼓
隊

演
奏
で
は
笑
顔
が
満
ち
、
尺
八
は
懐
か
し
い

曲
に
自
然
と
口
ず
さ
む
光
景
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
華
麗
な
舞
踊
で
は
異
世
界
を
感

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
想
い
を
め
ぐ
ら
せ
ま
し
た
。

〇
藤
橋
地
域

藤
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
敬
老
会
で
は
、
開
会
前
に
全
員
で
記
念

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

か
わ
む
ら
き
よ
し

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
河
村
清
さ
ん
に

よ
る
手
品
、
藤
橋
保
育
園
児
に
よ
る
楽
し
い

唱
歌
と
お
遊
戯
、
ま
た
「
童
謡
、
唱
歌
ク
ラ

ブ
」
の
皆
さ
ん
の
な
つ
か
し
い
歌
や
童
謡
の

出
し
物
に
参
加
者
の
方
々
は
思
わ
ず
口
ず
さ

ん
で
み
え
ま
し
た
。

〇
坂
内
地
域

坂
内
地
域
は
広
瀬
・
坂
本
・
川
上
・
諸
家

の
４
地
区
の
各
集
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
議
会
議
員
、
行
政
推
進
員
、
民
生
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
楽
し

い
敬
老
の
日
を
過
ご
し
て
頂
き
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
敬
老
会
が

各
地
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

９
月
１
日
�
、

永
賀
茂
神
社
で
秋
の
お

祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
祭
り
で
は
子
供
神

輿
に
続
き
、
伝
統
あ
る
子
供
相
撲
が
子
供
会

主
催
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
約
１００
名
ほ
ど
が
境
内
に
集
い
、

男
の
子
は
相
撲
、
女
の
子
は
腕
相
撲
に
と
熱

戦
を
繰
り
広
げ
、
両
親
や
祖
父
母
も
豆
力
士

に
盛
ん
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
豆
力
士

子
供
相
撲
開
催
！

参加者数

６４０

２２２

１７９

１１６

４３

１２３

１，３２３

対象者数

１，９４６

５０９

３４５

２５４

７０

１４９

３，２７３

地域名

揖 斐

谷 汲

春 日

久 瀬

藤 橋

坂 内

計

▲春日地域の参加者の皆さん

▲子供相撲の様子

▲久瀬保育園児の鼓隊演奏の様子

▼腕相撲の様子
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各
地
区
運
動
会
開
催
！

９
月
か
ら
１０
月
に
か
け
て
各
地
区
運
動
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
会
当
日
は
、
み
な
さ
ん
仕
事
の
こ
と

は
忘
れ
、
爽
快
な
汗
を
流
し
、
世
代
を
越
え

た
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

公
民
館
活
動

☆
北
方
公
民
館

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時

１１
月
２５
日
�

８
時
３０
分
〜

◆
場
所

北
方
小
学
校
体
育
館

☆
大
和
公
民
館

《
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時

１１
月
１８
日
�

８
時
３０
分
〜

◆
場
所

健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

《
ミ
ニ
集
会
『
早
寝
早
起
き
朝
ご
飯
』に
つ
い
て
》

◆
日
時

１１
月
１７
・
２５
・
２７
日

１９
時
３０
分
〜

◆
場
所

各
地
区
集
会
場

☆
清
水
公
民
館

《
青
少
年
育
成
区
民
会
議
》

◆
日
時

１１
月
１０
日
�

１８
時
３０
分
〜

◆
場
所

清
水
公
民
館

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
》

◆
日
時

１１
月
１８
日
�

８
時
３０
分
〜

◆
場
所

清
水
小
学
校
体
育
館

☆

永
公
民
館

《
文
化
教
室
『
そ
ば
打
ち
講
習
』》

◆
日
時

１１
月
３
日
�

９
時
〜

◆
場
所

永
公
民
館

《
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時

１１
月
１８
日
�

１３
時
〜

◆
場
所

養
基
小
学
校
体
育
館

《
家
庭
教
育
学
級
》

◆
日
時

１１
月
２４
日
�

９
時
３０
分
〜

◆
場
所

永
公
民
館

《
養
基
小
学
校
体
育
館
・
脛
永
公
民
館
大
掃
除
》

◆
日
時

１１
月
２５
日
�

８
時
〜

◆
場
所

養
基
小
学
校
体
育
館

永
公
民
館

☆
小
島
公
民
館

《
小
島
で
遊
ぼ
う
》

◆
日
時

１０
月
２８
日
（
日
）
９
時
〜

◆
場
所

朝
鳥
公
園

《
に
こ
に
こ
学
級
『
土
い
じ
り
を
し
よ
う
』》

◆
日
時

１１
月
２２
日
（
木
）
１０
時
〜

◆
場
所

小
島
公
民
館

☆
谷
汲
公
民
館

《
谷
汲
公
民
館
ま
つ
り
》

◆
日
時

１１
月
３
・
４
日

◆
場
所

谷
汲
文
化
会
館

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

☆
春
日
公
民
館

《
春
日
文
化
祭
》

◆
日
時

１１
月
４
日
（
日
）
９
時
〜

◆
場
所

春
日
振
興
事
務
所

《
春
日
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時

１１
月
１８
日
（
日
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

春
日
小
学
校
体
育
館

☆
久
瀬
全
公
民
館

《
文
化
祭
》

◆
日
時

１１
月
３
・
４
日

◆
場
所

久
瀬
中
学
校
体
育
館

☆
藤
橋
公
民
館

《
藤
橋
地
区
文
化
祭
》

◆
日
時

１０
月
２７
日
（
土
）
１０
時
〜

◆
場
所

旧
藤
橋
小
中
学
校
体
育
館

☆
坂
内
公
民
館

《
坂
内
文
化
祭
》

◆
日
時

１１
月
３
日
（
土
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

坂
内
小
中
学
校
体
育
館

他

《
親
子
体
験
活
動
『
料
理
教
室
』

◆
日
時

１１
月
１８
日
（
日
）
９
時
〜

◆
場
所

坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー

平
成
２０
年

揖
斐
川
町
成
人
式

実
行
委
員
募
集
の
お
知
ら
せ

【
平
成
２０
年
成
人
式
開
催
日
時
】

◆
日
時

平
成
２０
年
１
月
１３
日
�

受
付
開
始

１２
時
３０
分

開

式

１３
時
３０
分

◆
場
所

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

今
回
対
象
と
な
る
の
は
、
昭
和

６２
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６３
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん

で
す
。

現
在
、
新
成
人
に
よ
る
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
企
画
・
準
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
実
行
委
員
を
し
て
い
た
だ

け
る
新
成
人
の
方
も
引
き
続
き
募

集
し
ま
す
。

成
人
式
実
行
委
員
会
へ
の
申
し

込
み
・
お
問
い
合
せ
は
、
揖
斐
川

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で

（
℡
２
３
‐
０
１
１
５
）

い とう あ い

昨年の『家族の一行詩』より
『おかんへ』 中学２年 伊藤 亜衣

いつも人の話をあんまり聞かんし、ガサツだけど、何だかんだ言って助けてくれてありがとう。

１１
月
は
、全
国
青
少
年

健
全
育
成
強
調
月
間
で
す

中央公民館プチギャラリー
○徳山の景色油彩展 宮川 澄雄
１０月１６日～１０月３０日
○いびがわマラソン展示
１１月１日～１１月１４日
○ＪＡ農業祭展示
１１月１６日～１１月１８日
○『家庭の日』ポスター展示
１１月２０日～１２月２日

ブライトブラスアンサンブル
秋の演奏会

♪日時 １０月２８日（日）
開場１３：３０～ 開演１４：００～

♪場所 谷汲サンサンホール
♪曲目 ズーラシアン序曲

オペラ座の怪人
童謡メドレー
宝島 など

ご家族そろってぜひともお聴きください！

入場無料
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メメメタタタボボボリリリッッックククももも成成成人人人病病病ももも予予予防防防ででできききるるる！！！運運運動動動でででリリリフフフレレレッッッシシシュュュ！！！
あなたは健康に自信がありますか？まずそんな人は少ないでしょう。

自信の無い人への朗報です。いつでもあなたの手助けができるよう、揖斐川健康広場トレーニングルームのスタッフは専門的な

応援をします。

またトレーニングルーム利用者向けに、各種サービスプログラムも用意しています。さわやかな環境の中で楽しく、健康的に身

体づくりができます。スタッフが常駐していますので、初めての方でも安心してご利用いただけます。ぜひご利用ください。

お気軽エアロビクスダンススケジュール （トレーニングルームご利用サービスプログラム）

か とう り か

インストラクター 加藤 理香

かわ だ

インストラクター 川田 みどり

やまかわ とも こ

インストラクター 山川 友子

ソフトエアロビクスを提供します。誰もが
動ける簡単なダンスです。参加者のレベルに
随時対応していきます。中高年の方もぜひ参
加してくいださい。

・心肺機能の向上
・全身持久力の向上
・脂肪の燃焼
等エアロビクスの最大の効果が引き出せるプ
ログラムを用意してお待ちしています。

シェイプアップはもちろん、体のゆがみを
矯正し、腰痛、肩こり予防の効果もあり、体
の硬い人、体力に自信の無い人も気軽に参加
してください。

火曜日
ソフトエアロビクス
１０：４５～１１：４５

水曜日
エアロビクス
２０：００～２１：００

不定期ミニレッスン
（実施日は、トレーニングルームスケ
ジュールでお確かめください）

上記プログラムに参加するには、トレーニングルーム利用登録を事前にお済ませください。
利用時間 ９：００～２２：００
休場日 毎週月曜日、祝日の翌日（月曜日は除く）、年末年始
使用料 １回３１０円（その他お得な回数券、定期券もあります）

平成１９年度
揖斐川町青少年育成町民大会開催！

○日時 平成１９年１１月２５日（日） １３時３０分～１５時３０分

○場所 揖斐川町中央公民館 大ホール

○内容

・表彰

・青少年育成町民会議３部会（青少年、家庭、環境）の発表

・県外・海外派遣事業参加児童、生徒による発表

・「早寝早起き朝ごはん」推進指定校実践発表

・揖斐高等学校による活動発表

つい き かおり

昨年の『家族の一行詩』より
『母へ・・・』 中学２年 立木 芳

毎朝早く起きて姉のために作る弁当と弁当のレシピについた、たくさんのふせんのすごさを私は知っている。

町民会議総会の様子
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地
域
行
事
と
の
協
賛

学
校
だ
よ
り

本
校
で
は
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
と
家
庭

・
地
域
社
会
と
連
携
し
た
教
育
を
推
進
す
る

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
ク
リ
ー
ン
ズ

年
２
回
（
８
月
・
１１
月
）、校
区
の
各
地
区

の
清
掃
活
動
を
保
護
者
・
地
域
の
方
々
と
一

緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
は
、
活
動
内
容

を
地
域
の
方
々
と
打
合
せ
た
り
、
当
日
は
活

動
の
中
心
に
な
っ
た
り
し
て
、
主
体
的
に
活

動
し
ま
す
。

「
中
学
生
が
中
心
に
な
っ
て
や
っ
て
く
れ
る

の
で
、
た
の
も
し
い
。」

と
い
う
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

〇
合
唱
の
集
い

谷
汲
公
民
館
ま
つ
り
で

は
、
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー

ル
の
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、

保
護
者
や
地
域
の
方
々
の

前
で
日
々
練
習
を
重
ね
て

き
た
合
唱
の
成
果
を
披
露

し
ま
す
。
各
学
年
合
唱
課

題
曲
・
各
学
級
合
唱
自
由

曲
や
、
選
択
教
科
音
楽
に

よ
る
合
唱
や
リ
コ
ー
ダ
ー

演
奏
も
行
い
ま
す
。
本
年

度
は
、
生
徒
と
保
護
者
・

地
域
の
方
々
が
一
つ
に
な
る
大
合
唱
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

〇
体
育
大
会

本
年
度
の
体
育
大

会
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
に
３
つ
の
ふ

れ
あ
い
種
目
を
入
れ

ま
し
た
。
当
日
は
あ

い
に
く
の
天
候
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
変

多
く
の
来
賓
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
祖
父
母
の
方
々

に
、
生
徒
と
共
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

「
孫
と
一
緒
に
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。」

「
綱
引
き
で
、
子
ど
も
と
対
戦
で
き
て
よ

か
っ
た
。」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動

「
子
ど
も
と
一
緒
に
料
理
を
作
る
の
は
久

し
ぶ
り
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。」

今
年

も
、
谷
汲
公
民
館
ま
つ
り
の
午
前
中
に
は
、

授
業
参
観
後
に
親
子
で
一
緒
に
行
う
活
動
を

実
施
し
ま
す
。
１
年
生
は
調
理
を
、
２
・
３

年
生
は
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
授
業
参
観
を
は
じ

め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
資
源
回
収
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
奉
仕

活
動
・
谷
汲
地
区
ふ
れ
あ
い
運
動
会
参
加
・

地
域
人
材
を
活
用
し
た
道
徳
の
授
業
の
実
施

な
ど
、
家
庭
・
地
域
社
会
の
方
々
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
本
校
の
教
育
活
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
・
地
域
の
方
々

参
加
行
事
の
推
進

児
童
生
徒
の
文
化
事
業

科
学
作
品
展
金
賞
受
賞
者

揖斐郡駅伝大会のお知らせ

期 日 平成１９年１２月２日�１０時～
コース 揖斐川町役場→粕川橋→池田町総合体育館

申 込 郡教育研修センター（TEL４４－１２６２）

奮って参加を！ １１月１２日�厳守
交通ルールを守っての応援をお願いします。

揖斐郡体育協会

揖
斐
の
自
然
と
文
化
を
満
喫

こ
の
夏
休
み
に
は
、【
ふ
る
さ
と
揖
斐
】へ
の
愛
着
と

理
解
を
深
め
る
た
め
に「
春
日
の
森
の
文
化
博
物
館
」や

西
平
ダ
ム
の
見
学
を
中
心
と
し
た
『
ふ
る
さ
と
見
学

会
』
を
揖
斐
郡
内
の
小
学
生
４４
名
で
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
自
然
体
験
を
通
し
て
理
科
好
き
の
子
ど
も
を
育
む

た
め
に
谷
汲
の
昆
虫
や
植
物
採
集
を
中
心
に
『
自
然
を

楽
し
む
会
』
を
郡
内
の
小
学
生
７０
名
で
実
施
し
ま
し
た
。

科
学
研
究
の
部

宗
宮
す
み
れ
（
小
島
小
一
）
森
り
く
と
（
養
基
小
二
）

北
川

晶
子
（
池
田
小
三
）
林

郁
磨
（
八
幡
小
四
）

野
原

渉
（
温
知
小
五
）
横
山
彰
吾
（
東

小
六
）

山
本

彩
華
（
池
田
中
二
）
中
井
清
真
（
池
田
中
三
）

科
学
工
作
の
部

船
越
由
惟
子
（
北
和
中
二
）
野
網
郁
太
（
八
幡
小
五
）

採
集
標
本
の
部

横
田

将
也
（
北
小
三
）

読
書
感
想
文
特
選
受
賞
者

杉
原
望
記
（
養
基
小
一
）
松
山
大
輝
（
谷
汲
小
一
）

坪
井
竜
大
（
揖
斐
小
二
）
竹
中
万
智
（
八
幡
小
三
）

山
田
詠
美
（
八
幡
小
三
）
加
納
洸
生
（
大
野
小
四
）

岡
田
名
津
（
温
知
小
五
）
高
橋
明
里
（
久
瀬
小
五
）

牧
村
拓
郎
（
小
島
小
六
）
寺
田
一
輝
（
谷
汲
中
一
）

大
野
江
瑠
穂
（
池
田
中
二
）
三
原
克
史
（
大
野
中
二
）

教
職
員
の
夏
期
研
修

今
年
も
郡
内
の
先
生
が
、
自
分
を
高
め
児
童
生
徒
へ

の
指
導
力
向
上
の
た
め
に
研
修
し
ま
し
た
。
研
修
セ
ン

タ
ー
が
企
画
し
ま
し
た
「
教
育
相
談
講
座
」
や
「
学
級

経
営
講
座
」
な
ど
九
講
座
に
二
百
五
十
七
人
が
、
熱
心

に
メ
モ
を
取
り
意
欲
的
な
取
り
組
み
で
し
た
。

１１月１８日�は家庭の日です。
揖斐川町青少年育成町民会議

揖 斐 郡 教 育
研修センター �

保
護
者
・
地
域
の
方
々
と
共
に

〜

谷
汲
中
学
校

〜
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読読

書書

のの

秋秋

い
び
が
わ
新
着
図
書
紹
介

（
今
月
号
か
ら
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
出
版
社
名

を
省
略
い
た
し
ま
す
）

小
説
・
文
学
書

歪
ん
だ
顔

西
村
京
太
郎

ア
ド
ニ
ス
の
帰
還

安
東
能
明

モ
ッ
プ
ガ
ー
ル

加
藤
実
秋

留
美
の
た
め
に

倉
阪
鬼
一
郎

任
侠
学
園

今
野

敏

さ
や
か
の
季
節

藤
野
千
夜

そ
の
他

実

用

書

イ
ン
ド
式
速
解
術

ク
マ
ー
ル

あ
っ
た
か
土
鍋
ご
は
ん

牛
尾
理
恵

着
や
す
い
エ
プ
ロ
ン
と
作
務
衣

緊
急
地
震
速
報

目
黒
公
郎

血
液
型
性
格
事
典

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

短
歌
カ
ン
タ
ー
ビ
レ

尾
崎
左
永
子

早
起
き
早
寝
朝
ご
は
ん

香
川
靖
雄

ユ
ミ
リ
ー
の
お
金
風
水

直
居
由
美
里

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
あ
そ
び
の
達
人

多
田
千
尋

そ
の
他

乳
幼
児
向
け

一
ね
ん
一
く
み
一
ば
ん
く
い
し
ん
ぼ
う

長
谷
川
知
子

ス
リ
ー
ス
タ
ー
ズ

梨
屋
ア
リ
エ

お
つ
き
さ
ま
と
あ
そ
ん
だ
よ
る

神
山
ま
す
み

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
の
涙
盗
難
事
件

真
瀬
も
と

点
と
線
の
ひ
み
つ

瀬
山
士
郎

う
え
き
ば
ち
で
す

み
や
に
し
た
つ
や

な
ん
だ
ろ
う

い
も
と
よ
う
こ

そ
の
他

た
に
ぐ
み
新
着
図
書

夜
叉
桜

あ
さ
の
あ
つ
こ

十
七
歳

岩
井
志
麻
子

ブ
ラ
ッ
ク
ペ
ア
ン

海
堂

尊

第
四
の
闇

香
納
諒
一

復
活
の
条
件

森
村
誠
一

蚊
の
科
学

荒
木

修

借
金
取
り
の
王
子

垣
根
涼
介

し
ず
く
ち
ゃ
ん

き
ぼ
り
つ
こ

か
っ
こ
い
い
ぞ
新
幹
線

井
上
弘
介

オ
ウ
エ
ン
と
ム
ゼ
イ

ハ
ト
コ
フ

し
ょ
う
ぼ
う
し
ゃ
の
ダ
ッ
シ
ュ
く
ん

ワ
ト
ビ
ッ
ツ

坂
内
図
書
館

世
界
を
見
る
目
が
変
わ
る
５０
の
事
実

ジ
ェ
シ
カ

憲
法
九
条
を
世
界
遺
産
に

太
田
光

教
師
格
差

尾
木
直
樹

政
党
が
操
る
選
挙
報
道

鈴
木
哲
夫

手
作
り
布
ぞ
う
り

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

い
つ
ま
で
も
デ
ブ
と
思
う
な
よ

岡
田
斗
司
夫

日
本
人

数
の
し
き
た
り

飯
倉
晴
武

こ
れ
か
ら
食
え
な
く
な
る
魚

小
松
正
之

い
つ
か
陽
の
あ
た
る
場
所
で

乃
南
ア
サ

お
と
こ
は
つ
ら
い
ら
し
い

奥
田
祥
子

大
人
に
な
る
た
め
の
社
会
学
入
門

乙
武
洋
匡

ガ
ン
に
生
か
さ
れ
て

飯
島
夏
樹

図
書
の
寄
贈

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
か
ら
図
書
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
世
界
の
歴
史
や
文
化
、

こ
と
ば
に
関
す
る
貴
重
な
本
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。国
際
交
流
、異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
整

理
し
利
用
に
努
め
ま
す
。

図
書
館
職
場
体
験
学
習

谷
汲
中
・
春
日
中
、
岐
阜
総
合
学
園
か
ら
図

書
館
へ
職
場
体
験
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
の

生
徒
さ
ん
も
日
頃
慣
れ
な
い
図
書
の
整
理
や
カ

ウ
ン
タ
ー
業
務
を
行
っ
た
り
、
来
館
者
と
話
を

し
た
り
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
働
い
て
く
れ
ま

し
た
。

０
歳
〜
３
歳
児
親
子
で
絵
本
を
！

未
就
園
児
読
書
推
進
事
業
開
催

３
歳
児
ま
で
の
乳
幼
児
を
も
つ
母
親
を
対
象

に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
楽
し
さ
や
乳
幼
児
と

絵
本
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

方
法
な
ど
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

会

場

揖
斐
川
図
書
館

日

時

１０
月
３
日
、
１０
日
、
２４
日

講

師

読
み
聞
か
せ
の
会
「
ま
ど
」

金
子
佳
代
子
先
生

若
い
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
子
ど

も
の
年
齢
に
合
わ
せ
た
本
の
選
び
方
、
読
み
方

な
ど
経
験
豊
か
な
講
師
さ
ん
の
お
話
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

１１
月
の
休
館
日

５
日
�
・
６
日
�
・
１０
日
�
・
１１
�
・
１２
日

�
・
１９
日
�
・
２６
日
�
・
２７
日
�
・
３０
日
�

※
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
準
備
の
た
め
９
日
�
は
、

１３
時
か
ら
休
館
し
ま
す
。

１１
月
の
絵
本
の
よ
み
き
か

せ
は
お
休
み
し
ま
す
。

１２
月
１
日
�
は

「
お
と
ぎ
の
里
」
を
開
催

し
ま
す
。

お
た
の
し
み
に
！
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平平
成成
１１９９
年年
度度

揖揖
斐斐
川川
歴歴
史史
民民
俗俗
資資
料料
館館
特特
別別
展展

『
ふ
る
さ
と
徳
山
』

■
会

期

１１
月
９
日
�
〜
１２
月
１６
日
�

■
休
館
日

（
１１
月
１２
日
・
１９
日
・
２６
日
）

（
１２
月
３
日
・
１０
日
）

■
会

場

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
展
示
室

■
主

催

揖
斐
川
町
・
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会

今
年
度
は
旧
徳
山
村
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

て
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。
昨
年
の
秋
か
ら

た
ん
す
い

始
ま
っ
た
徳
山
ダ
ム
の
湛
水
に
よ
っ
て
、

か
っ
て
あ
っ
た
集
落
地
の
ほ
と
ん
ど
が
湖
底

に
沈
み
ま
し
た
。

特
別
展
で
は
『
ふ
る
さ
と
徳
山
』
と
題
し

か
か

て
次
の
二
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
旧
徳
山
村

の
歴
史
や
そ
こ
で
営
ま
れ
て
い
た
人
々
の
生

活
を
発
掘
出
土
品
や
写
真
を
と
お
し
て
紹
介

し
ま
す
。

「
土
器
が
語
る
徳
山
の
歴
史
」

徳
山
ダ
ム
の
建
設
に
先
立
っ
て
、
徳
山
村

い
せ
き

２３
箇
所
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
２０
年
の
歳
月

を
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
発
掘
さ
れ
た
住

居
跡
や
土
器
、
石
器
な
ど
か
ら
は
徳
山
に
人

が
住
ん
で
い
た
時
代
や
当
時
の
生
活
の
様
子

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
土
器
の

様
式
や
石
器
の
材
質
な
ど
か
ら
当
時
の
人
々

の
交
流
の
範
囲
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
え
ん
ぶ

お
う

ま
た
、
縄
文
期
の
費
口
縁
部
に
大
き
な
凹

と
つ

か
え
ん
し
き

凸
の
飾
り
を
付
け
た
土
器
は
美
濃
の
火
焔
式

ど

き

土
器
と
も
呼
ば
れ
、
デ
ザ
イ
ン
の
上
か
ら
も

ざ
ん
し
ん

ご
た

斬
新
で
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。

会
場
に
は
こ
れ
ら
の
土
器
を
は
じ
め
、
県

内
で
は
最
も
古
い
も
の
の
一
つ
と
い
わ
れ
て

い
る
石
器
な
ど
１９０
余
点
の
出
土
品
を
展
示
し

ま
す
。

▲戸入村平遺跡出土

「
写
真
に
み
る
ふ
る
さ
と
徳
山
」

さ
つ
え
い

増
山
た
づ
子
さ
ん
撮
影
の
昭
和
５０
年
代
の

写
真
や
人
々
が
生
活
し
て
い
た
頃
の
集
落
の

た
ん
す
い

写
真
、
ダ
ム
の
湛
水
が
進
ん
で
、
そ
の
地
が

湖
底
に
沈
ん
で
い
く
さ
ま
を
記
録
し
た
写
真

等
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
点

数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
徳
山
で
使
わ
れ
て

き

じ
ば
ち

し
ょ
く
だ
い

つ
ち
ぶ
ね

い
た
木
地
鉢
や
燭
台
、
土
船
、
屋
根
の
雪
お

ろ
し
の
と
き
に
使
っ
た
テ
コ
な
ど
の
民
具
も

併
せ
て
展
示
し
ま
す
。

会
期
中
に
は
特
別
展
に
関
し
て
、
下
記
の

要
領
で
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

記記
念念
講講
演演

■
演
題

土
器
が
語
る
徳
山
の
歴
史

は
や
し

よ
し
き

■
講
師

林

芳
樹
氏
（
揖
斐
川
町
在
住
）

■
日
時

１１
月
１８
日
�１３

時
３０
分
〜
１５
時

■
場
所

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

谷谷
汲汲
のの
郷郷
土土
資資
料料
、、引引
っっ
越越
しし
まま
しし
たた
！！

谷
汲
郷
土
資
料
館
の
老
朽
化
に
よ
る
解
体

工
事
に
と
も
な
い
、
民
具
な
ど
の
資
料
館
収

蔵
資
料
を
谷
汲
文
化
会
館
２
階
へ
移
転
し
ま

し
た
。

か
つ
て
の
生
業
と
し
て
稲
作
が
中
心
だ
っ

た
谷
汲
地
域
に
は
、
古
い
農
具
の
数
々
や
わ

ら
細
工
は
も
ち
ろ
ん
、
養
蚕
に
関
す
る
用
具

や
食
生
活
、
日
常
生
活
の
道
具
な
ど
３００
点
以

上
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
民
具
は
、

先
人
の
く
ら
し
を
物
語
る
文
化
財
で
す
。

今
後
は
機
会
を
と
ら
え
て
資
料
室
を
開
放

し
、
多
く
の
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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議会だより
第７回揖斐川町議会 定例会

平成１９年第７回揖斐川町議会定例会が、９月６日�に招集されました。
初日には、会期を１４日�までの９日間と決定し、４案件の報告と３６議案の提案説明を受けたあと、町
道路線の廃止と認定の２議案を原案どおり可決しました。提出された議案のうち、条例、予算および決

算にかかる３４議案は常任委員会に審議を付託しました。

７日�には総務文教、１０日�には健康福祉、産業建設の各常任委員会、１１日�には決算特別委員会を
開催し、それぞれ付託された議案を審査しました。

１３日�には、７名の議員が町政について一般質問を行いました。
最終日の１４日�には、各常任委員長と決算特別委員長が、付託された議案の審査結果を報告し、この
日追加で提出された３議案とともに、すべての議案を原案どおり可決し閉会しました。

本定例会に提出された案件は、報告４件、条例３件、予算１０件、決算２１件、その他４件で、その内容

と、一般質問・答弁の要旨は次のとおりです。

報
告
案
件

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
４
案

件
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

�

平
成
１８
年
度
財
団
法
人
い
び
が
わ
事
業

報
告
及
び
決
算
の
報
告
に
つ
い
て

�

平
成
１８
年
度
財
団
法
人
グ
リ
ー
ン
ス
テ

ー
ジ
久
瀬
事
業
報
告
及
び
決
算
の
報
告
に

つ
い
て

�

平
成
１８
年
度
株
式
会
社
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

春
日
事
業
報
告
及
び
決
算
の
報
告
に
つ
い

て
�

平
成
１８
年
度
有
限
会
社
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

ト
谷
汲
事
業
報
告
及
び
決
算
の
報
告
に
つ

い
て

条
例
案
件

次
の
と
お
り
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

�

揖
斐
川
町
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

学
校
教
育
施
設
を
整
備
す
る
財
源
に
充

て
る
た
め
「
揖
斐
川
町
学
校
教
育
施
設
整

備
基
金
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

�

揖
斐
川
町
墓
地
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て房

島
地
区
の
火
葬
炉
を
取
り
壊
し
墓
地

を
整
備
す
る
た
め
、
所
用
の
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

�

揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

清
水
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

次
の
１０
会
計
予
算
の
補
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

�

平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

９
億
８
３
８
８
万
２
０
０
０
円
が
増
額

補
正
さ
れ
、
総
額
１
５
５
億
３
２
４
５
万

２
０
０
０
円
と
さ
れ
ま
し
た
。

�

平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

退
職
被
保
険
者
の
医
療
給
付
費
な
ど
１

億
１
２
６
０
万
９
０
０
０
円
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

�

平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険

直
診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

医
療
器
具
の
修
繕
費
と
し
て
７
９
万
５

０
０
０
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

�

平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
中
央
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

多
機
能
心
電
計
購
入
費
と
し
て
３
１
５

万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

�

平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

議会だより
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決
算
案
件

平
成
１８
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お

よ
び
企
業
会
計
、
合
計
２１
会
計
の
決
算
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

�

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
決
算

�

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算

�

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険

直
診
勘
定
特
別
会
計
決
算

�

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
老
人
保
健
医
療

特
別
会
計
決
算

�

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
中
央
診
療

所
特
別
会
計
決
算

�

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
大
和
簡
易
水
道

特
別
会
計
決
算

�

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
脛
永
簡
易
水
道

特
別
会
計
決
算

�

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
市
場
簡
易
水
道

特
別
会
計
決
算

	

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
簡
易
水
道

特
別
会
計
決
算




平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
北
部
簡
易
水
道

特
別
会
計
決
算

�

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
北
方
財
産
区
特

別
会
計
決
算

�

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
大
和
財
産
区
特

別
会
計
決
算



平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
財
産
区
特

別
会
計
決
算

�

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
長
瀬
財
産
区
特

別
会
計
決
算

�

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
横
蔵
財
産
区
特

別
会
計
決
算

�

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
決
算

�

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
決
算

�

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
杉
原
地
域
土
地

取
得
等
特
別
会
計
決
算

�

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
個
別
排
水
事
業

特
別
会
計
決
算

�

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
観
光
事
業
特
別

会
計
決
算

�

平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
上
水
道
事
業
会

計
決
算

消
火
栓
の
取
り
替
え
、
水
位
計
の
取
り

替
え
な
ど
の
費
用
と
し
て
１
８
５
万
１
０

０
０
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

�

平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
北
部
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

配
水
管
の
布
設
替
え
や
移
設
に
伴
う
工

事
費
な
ど
１
５
９
６
万
３
０
０
０
円
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

�

平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

坂
内
地
区
下
水
道
管
の
布
設
替
え
や
移

設
工
事
費
な
ど
で
１
７
４
３
万
２
０
０
０

円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

�

平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

管
渠
開
削
工
事
費
な
ど
２
１
３
５
万
円

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

	

平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
個
別
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

新
た
に
町
管
理
型
と
し
て
受
託
し
た
施

設
の
清
掃
費
と
し
て
２
３
３
万
円
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。




平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
い
び
川
温
泉
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

施
設
外
溝
工
事
と
除
雪
機
の
購
入
費
で

４
６
０
万
９
０
０
０
円
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

そ
の
他
の
案
件

�

町
道
の
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

揖
斐
川
馬
場
越
〜
反
鼻
谷
線
ほ
か
１
路

線
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

�

町
道
の
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

揖
斐
川
馬
場
越
〜
遊
午
谷
線
ほ
か
１０
路

線
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

�

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

北
和
地
区
管
路
施
設
北
方
１
区
工
区
そ

の
１
工
事

変
更
前

６
７
７
２
万
５
０
０
０
円

変
更
後

７
４
０
０
万
６
１
０
０
円

�

揖
斐
川
町
長
瀬
財
産
区
管
理
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

長
瀬
財
産
区
の
管
理
委
員
に
次
の
方
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
清
さ
ん
（
谷
汲
岐
礼
）

第
６
回
臨
時
会

８
月
２０
日
�
に
第
６
回
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

緑
地
公
園
整
備
工
事

契
約
金
額

１
億
２
８
６
２
万
５
千
円

議会だより
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本定例会の一般質問の要旨をお知らせします。
（紙面の都合上、

 
質問および答弁は要約して

おります。）

議員7名が町政を問う

平
成
２４
年
に
開
催
さ
れ
る
第
６７
回
岐
阜
国

体
で
、
本
町
は
少
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と

カ
ヌ
ー
競
技
の
会
場
地
と
し
て
内
定
し
ま
し

た
。ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
会
場
と
な
る
健
康
広
場
の

駐
車
場
は
、
現
在
の
ま
ま
で
は
絶
対
数
が
不

足
し
ま
す
。
健
康
広
場
北
の
農
地
を
広
域
農

道
の
近
く
ま
で
駐
車
場
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
な
ど
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
に
、
サ
ブ
グ
ラ
ン
ド
の
建
設
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。
歴
史
民
俗
資
料
館
南
に
あ

る
調
整
池
を
埋
め
立
て
、
こ
こ
を
サ
ブ
グ
ラ

ン
ド
と
し
て
利
用
で
き
れ
ば
最
適
だ
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
ア
リ
ー
ナ
南
側
と
プ
ー
ル
の
間
の

何
も
使
わ
れ
て
い
な
い
所
を
グ
ラ
ン
ド
と
同

じ
平
地
に
整
地
で
き
れ
ば
か
な
り
広
い
グ
ラ

ン
ド
が
で
き
、
国
体
終
了
後
は
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
広
場
と
し
て
利
用
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
、
屋
根
を
設
け
た
室
内
練
習
場
も

考
え
ら
れ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

次
に
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
カ
ヌ
ー

競
技
は
、
運
営
面
・
競
技
面
な
ど
で
、
い
ろ

い
ろ
お
手
伝
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
選
手
に

感
動
を
与
え
る
よ
う
な
大
会
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
し
っ
か
り
と

し
た
組
織
作
り
を
し
て
い
か
な
く
て
は
と
思

い
ま
す
。

も
う
一
点
は
、
選
手
、
役
員
、
応
援
団
の

方
々
が
で
き
る
限
り
揖
斐
川
町
で
泊
ま
れ
る

よ
う
早
く
か
ら
宣
伝
し
、
そ
の
対
応
を
考
え

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
揖
斐
川
町
も
カ
ヌ
ー
競
技
に
参
加

す
る
選
手
の
育
成
、
カ
ヌ
ー
競
技
を
地
域
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
定
着
さ
せ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

健
康
広
場
の
駐
車
場
は
、
現
在
、
民
俗
資

料
館
も
含
め
る
と
約
３
０
０
台
分
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
で
は
少
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
い
び
が
わ
マ
ラ

ソ
ン
の
よ
う
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
対
応
す
る

の
も
一
つ
の
方
法
で
は
な
い
か
と
も
考
え
て

い
ま
す
。

サ
ブ
グ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
平
成
１２
年

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
と
き
の
よ
う
に
、
谷
汲

グ
ラ
ン
ド
・
市
場
グ
ラ
ン
ド
・
久
瀬
山
村
広

場
を
使
用
す
る
方
法
で
、
こ
れ
ら
の
グ
ラ
ン

ド
を
改
良
し
て
対
応
し
、
国
体
終
了
後
も
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
設
立

に
つ
い
て
は
、
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
の
よ
う

に
国
体
に
お
い
て
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
全
町
民
あ
げ
て

の
国
体
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

９
月
９
日
に
は
、
カ
ヌ
ー
競
技
の
認
識
を

深
め
る
た
め
に
、
岐
阜
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

カ
ヌ
ー
競
技
が
、
国
体
会
場
と
な
る
揖
斐
川

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。今
後
、国
体
の
成
功
に

向
け
、
町
体
育
協
会
を
中
心
に
各
種
団
体
に

協
力
を
願
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宿
泊
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
町
内
で
５
０

０
名
ほ
ど
の
宿
泊
が
可
能
で
、
対
応
で
き
そ

う
で
す
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
カ
ヌ
ー
の
競

技
日
程
や
隣
町
の
競
技
日
程
の
関
係
も
あ
り

ま
す
の
で
、
他
県
の
状
況
も
参
考
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

揖
斐
川
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、

現
時
点
で
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
す
。

第
１
に
、
特
殊
勤
務
手
当
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
四
特
殊
勤
務
手
当
の
廃
止
と
医
師
手

当
の
見
直
し
を
質
問
し
ま
す
。

第
２
に
、
出
資
団
体
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

（
株
）
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
春
日
、
（
有
）
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
ト
谷
汲
に
つ
い
て
の
平
成
２０
年
度

ま
で
の
方
向
性
を
質
問
し
ま
す
。

第
３
に
、
平
成
２１
年
度
ま
で
に
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
施
設
、
産
業
振
興
施
設
、
基
盤
施

設
、
文
教
施
設
、
医
療
、
社
会
福
祉
施
設
な

ど
の
廃
止
、
検
討
の
目
標
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
１９
年
度
ま
で
に
給
食
セ
ン

タ
ー
の
統
廃
合
、
特
区
申
請
に
よ
り
保
育
所

給
食
の
外
部
搬
入
を
実
施
す
る
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
進
捗
状
況
を
お

尋
ね
し
ま
す
。

合
併
時
に
特
殊
勤
務
手
当
は
、
医
師
手
当
、

老
人
福
祉
施
設
勤
務
手
当
、
し
尿
処
理
手
当
、

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
技
術
者
手
当
、
死
体
火
葬

業
務
手
当
の
５
種
類
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
、

し
尿
処
理
手
当
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
技
術
者

手
当
、
死
体
火
葬
業
務
手
当
の
３
手
当
は
、

昨
年
度
に
廃
止
し
ま
し
た
。

医
師
手
当
は
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め
の

医
師
確
保
の
面
か
ら
現
在
検
討
し
て
お
り
、

今
後
の
施
設
の
方
向
性
と
合
わ
せ
て
協
議
を

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
老
人
福
祉
施
設
勤
務
手
当
に
つ
い

て
も
、
介
護
的
業
務
な
ど
の
勤
務
内
容
に
特

殊
性
が
あ
り
、
施
設
の
方
向
性
と
合
わ
せ
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

錦
野

悦
朗

議
員

平
成
２４
年
岐
阜
国
体
の
開
催
に

つ
い
て

問

答

宗
宮

孝
生
町
長

宗
宮

哲
哉

議
員

問

揖
斐
川
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

つ
い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

議会だより
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次
に
、
出
資
団
体
「
株
式
会
社
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
春
日
」、「
有
限
会
社
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト

谷
汲
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
、
行
財
政
の

効
率
化
を
進
め
る
上
で
検
討
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
管
理
す
る
施

設
の
目
的
が
「
観
光
」
と
「
障
害
者
の
雇
用

促
進
」
と
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
部
分
も

あ
り
ま
す
。
現
在
進
め
て
い
ま
す
町
有
施
設

の
見
直
し
、
公
益
法
人
の
制
度
改
革
も
併
せ

た
、
総
合
的
な
改
善
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
施
設
統
合
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
、
全
て
の
町
有
施
設
の
方
向
性
の
見
直

し
を
行
っ
て
お
り
、
９
月
中
を
目
途
に
そ
の

最
終
案
を
作
成
し
、
１０
月
か
ら
、
町
と
し
て

進
め
る
べ
き
各
施
設
の
方
向
性
を
示
し
、
議

会
や
地
域
審
議
会
、
行
政
推
進
員
会
な
ど
で

説
明
し
、
皆
様
方
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
廃
合
に
つ
い
て

は
、
食
中
毒
防
止
な
ど
給
食
の
安
全
を
図
る

意
味
に
お
い
て
も
、
現
在
各
地
区
に
あ
る
施

設
を
統
合
し
て
、
国
の
「
学
校
給
食
衛
生
管

理
基
準
」
に
合
致
し
た
、
新
た
な
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
が
必
要
で
す
。
こ
の
新
た
な
給

食
セ
ン
タ
ー
は
、
揖
斐
郡
森
林
組
合
の
東
の

大
和
財
産
区
所
有
の
土
地
を
建
設
予
定
地
と

し
て
お
り
、
外
部
搬
入
の
特
区
申
請
を
し
、

幼
児
園
・
保
育
園
の
給
食
も
含
め
た
施
設
を

考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
給
食
を
配
送
す
る
範
囲
は
、
距
離
の

関
係
を
現
在
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
に

実
施
設
計
を
行
い
、
来
年
度
に
は
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
じ
ま
幼
児
園
は
昭
和
４７
年
に
設
置
さ
れ

３５
年
経
過
し
て
い
ま
す
。
き
よ
み
ず
幼
児
園

は
昭
和
４６
年
に
設
置
さ
れ
３６
年
経
過
し
て
い

ま
す
。
き
た
が
た
幼
児
園
は
昭
和
４９
年
に
設

置
さ
れ
３３
年
経
過
し
て
い
ま
す
。
三
つ
の
幼

児
園
は
、
全
て
木
造
平
屋
建
て
で
、
木
造
建

築
物
の
耐
用
年
数
２７
年
を
大
き
く
上
回
り
、

い
ず
れ
も
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
東
南
海
地

震
に
備
え
て
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と

こ
ろ
で
す
。
改
築
事
業
の
進
捗
状
況
と
計
画

を
お
尋
ね
し
ま
す
。

お
じ
ま
幼
児
園
、
き
よ
み
ず
幼
児
園
、
き

た
が
た
幼
児
園
は
、
い
ず
れ
も
建
設
年
次
が

古
く
、
建
物
の
維
持
修
繕
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、

維
持
費
用
が
増
嵩
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
東
海
地
震
・
東
南
海
地

震
へ
の
対
応
も
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
児
童
福

祉
施
設
の
改
築
事
業
は
今
後
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
町
の
財
政
状
況
を
十

分
勘
案
し
、
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

谷
汲
地
区
に
は
谷
汲
保
育
園
と
長
瀬
保
育

園
の
二
つ
の
保
育
園
が
あ
り
ま
す
が
、
谷
汲

地
区
の
保
育
所
を
一
つ
に
ま
と
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
長
瀬
保
育
園
３１
人
、

谷
汲
保
育
園
５２
人
で
、
８３
人
の
園
児
を
２
か

所
で
保
育
を
す
る
よ
り
も
、
一
つ
に
新
し
く

建
て
替
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
場
所
は
統
合
さ
れ
た
小
学

校
の
東
で
、
用
地
も
確
保
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
園
舎
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
保
育
園

と
小
学
校
が
兼
用
し
て
使
え
る
プ
ー
ル
も
是

非
造
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

谷
汲
地
区
の
保
育
園
の
統
合
計
画
用
地
に

つ
い
て
は
、
旧
谷
汲
村
の
と
き
に
、
現
在
の

谷
汲
小
学
校
の
隣
接
地
に
確
保
さ
れ
て
い
る

と
、
今
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
保
育
園
の
統

合
に
つ
い
て
は
、
保
育
園
や
小
学
校
は
地
域

あ
る
い
は
地
域
住
民
に
と
っ
て
大
切
な
中
核

施
設
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
統
合
に
つ

い
て
は
、
地
域
住
民
の
合
意
も
必
要
で
あ
り
、

今
後
は
揖
斐
川
町
全
体
の
保
育
園
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
計
画
を
立
て
、
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
聞
い
て
慎
重
に
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

谷
汲
中
学
校
体
育
館
の
耐
震
補
強
は
、
平

成
１６
年
度
に
実
施
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
進
ん

で
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
合
併
と
同
時

に
県
の
許
可
が
遅
れ
ま
し
た
の
で
、
実
施
さ

れ
ず
に
今
に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
最

近
大
き
な
地
震
災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
生
徒
や
地
域
住
民
の
避
難
場

所
と
し
て
必
要
な
場
所
で
す
。
隣
接
し
て
い

ま
し
た
谷
汲
武
道
館
は
先
般
解
体
し
て
い
た

だ
き
、
良
好
な
土
地
に
な
り
、
避
難
場
所
と

し
て
十
分
使
え
る
と
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
早
急
な
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
で
は
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
建
物
で
、
耐
震
調
査
未
実
施
の
学
校

施
設
に
つ
い
て
、
平
成
１８
年
度
に
耐
震
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
は
、
耐
震

補
強
が
必
要
な
学
校
施
設
を
保
有
す
る
学
校

は
小
学
校
３
校
、
中
学
校
４
校
の
合
計
７
校

で
、
平
成
１９
年
４
月
１
日
現
在
耐
震
化
率
は

６９
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
考
ま
で
に
、

耐
震
化
率
の
県
平
均
は
６８
・
８
％
で
す
。

谷
汲
中
学
校
体
育
館
は
、
昭
和
４５
年
の
建

築
で
、
耐
震
補
強
が
必
要
と
い
う
調
査
結
果

が
出
て
お
り
、
実
施
設
計
ま
で
完
了
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
町
全
体
を
見
た
と
き
、

谷
汲
中
学
校
体
育
館
よ
り
も
建
築
年
度
が
さ

ら
に
古
く
、
早
急
な
改
修
が
必
要
な
施
設
が

問

揖
斐
川
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
に
つ
い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

所

登
喜
雄

議
員

問

谷
汲
地
区
保
育
所
の
統
合
に
つ

い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

問

谷
汲
中
学
校
体
育
館
の
耐
震
工

事
に
つ
い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

議会だより
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ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
の
で
、
町
で
は
、
耐
震

補
強
や
改
修
の
必
要
な
施
設
に
つ
い
て
は
、

そ
の
緊
急
性
を
勘
案
し
、
必
要
に
応
じ
て
設

計
見
直
し
な
ど
も
実
施
し
な
が
ら
、
順
次
、

改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

道
路
網
の
質
問
で
す
が
、
住
民
は
小
野
坂

ト
ン
ネ
ル
の
開
通
を
望
ん
で
い
ま
す
。
旧
谷

汲
小
学
校
が
県
の
養
護
学
校
に
な
る
と
交
通

量
も
増
え
ま
す
し
、
坂
道
で
す
の
で
、
高
校

生
の
自
転
車
通
学
に
も
困
難
な
状
況
で
す
。

ま
た
、
谷
汲
地
域
に
は
年
間
百
数
十
万
人

と
い
う
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
旧
谷

汲
駅
あ
た
り
、
長
瀬
地
区
の
道
路
は
、
観
光

バ
ス
と
乗
用
車
が
す
り
か
す
れ
な
い
状
態
で

す
。
用
地
買
収
も
進
ん
で
い
る
か
に
聞
い
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
辺
も
取
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
根
尾
谷
汲
大
野
線
の
赤
石
地
区

は
、
す
で
に
旧
谷
汲
線
の
線
路
敷
を
取
得
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
も
積

極
的
に
取
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。根

尾
に
通
ず
る
西
美
濃
夢
回
廊
に
つ
い
て

も
、
本
巣
市
側
は
立
派
な
道
路
が
で
き
て
い

ま
す
が
、
揖
斐
川
町
側
は
幅
も
狭
く
危
険
な

状
況
で
す
。
こ
ち
ら
も
積
極
的
に
取
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

主
要
地
方
道
山
東
本
巣
線
に
つ
い
て
は
、

全
線
の
早
期
改
良
を
要
望
し
て
お
り
、
未
改

良
区
間
は
徳
積
地
区
と
長
瀬
地
区
の
２
地
区

が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
か
ら
徳
積
地
区
に
お

い
て
用
地
買
収
を
再
開
し
、
平
成
２０
年
度
以

降
に
は
、
一
部
工
事
に
か
か
る
予
定
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
長
瀬
地
区
に
つ
い
て
は
、

徳
積
地
区
の
事
業
進
捗
に
応
じ
、
順
次
用
地

買
収
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

次
に
、
県
道
揖
斐
川
谷
汲
山
線
は
、
県
道

深
坂
大
野
線
と
の
交
差
点
改
良
が
今
年
度
完

成
予
定
で
す
。
ま
た
、
小
野
坂
ト
ン
ネ
ル
の

改
良
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
１４
年
度
に
地

元
で
設
立
さ
れ
た
「
新
小
野
坂
ト
ン
ネ
ル
道

づ
く
り
委
員
会
」
で
活
発
な
議
論
を
重
ね
、

新
ト
ン
ネ
ル
の
ル
ー
ト
を
提
案
い
た
だ
き
、

県
に
対
し
強
く
要
望
を
続
け
て
い
ま
す
。

県
道
根
尾
谷
汲
大
野
線
で
は
、
未
改
良
区

間
は
高
科
、
赤
石
の
２
地
区
で
す
。
赤
石
地

区
で
は
、
万
代
橋
上
流
の
旧
名
鉄
線
路
敷
地

と
県
道
が
並
行
し
て
い
る
区
間
に
お
い
て
、

昨
年
度
道
路
拡
幅
の
盛
土
工
事
が
完
了
し
、

今
年
度
は
舗
装
工
事
を
実
施
し
完
了
す
る
予

定
で
す
。
高
科
地
区
で
は
、
公
民
館
か
ら
上

流
に
つ
い
て
も
順
次
改
良
工
事
の
実
施
を
要

望
し
て
い
ま
す
。

緑
資
源
機
構
が
行
っ
て
い
る
緑
資
源
幹
線

林
道
は
、
揖
斐
川
町
内
で
は
関
ヶ
原
〜
八
幡

線
の
春
日
・
久
瀬
間
、
久
瀬
・
根
尾
間
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
春
日
・
久
瀬
区
間
は
、

約
７５
％
が
完
成
し
て
お
り
、
開
設
部
分
は
す

で
に
供
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
久
瀬
・
根
尾
区

間
は
、
平
成
１７
年
度
に
久
瀬
側
か
ら
着
工
さ

れ
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
完
成
し
、
平
成
１９
年

度
は
０
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
開
設
予
定
で

す
。し

か
し
、
最
近
、
緑
資
源
機
構
の
官
製
談

合
事
件
が
発
覚
し
て
、
機
構
の
廃
止
、
林
道

の
計
画
見
直
し
が
取
り
沙
汰
さ
れ
、
す
で
に

農
林
水
産
省
は
緑
資
源
機
構
の
廃
止
を
決
定

し
た
と
報
道
さ
れ
、
す
で
に
着
工
し
て
い
る

区
間
は
県
に
移
管
し
て
実
施
す
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

緑
資
源
幹
線
林
道
は
、
森
林
の
管
理
を
進

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
山
村

地
域
に
密
着
し
た
生
活
道
路
と
な
る
ほ
か
、

町
長
が
よ
く
話
さ
れ
る
、
観
光
地
な
ど
の
点

と
点
を
線
で
結
び
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

と
い
う
構
想
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

国
、
県
も
財
政
的
に
厳
し
い
中
で
、
今
後

ど
う
な
る
の
か
関
係
者
と
し
て
は
大
変
心
配

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
日
ま
で
の
国
や

県
の
動
き
が
分
か
っ
て
い
ま
し
た
ら
、
お
伺

い
し
ま
す
。

ま
た
、
合
併
前
に
は
岐
阜
県
緑
資
源
幹
線

林
道
事
業
促
進
協
議
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
組
織
が
ど
の
よ
う
な
動
き
を
し
て
い
る

の
か
も
お
伺
い
し
ま
す
。

緑
資
源
機
構
に
つ
い
て
は
去
る
６
月
２５
日

の
新
聞
報
道
の
後
、
林
野
庁
か
ら
県
へ
説
明

会
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
林
道
事
業
は
、

・
平
成
２０
年
度
か
ら
実
施
主
体
を
地
方
公
共

団
体
と
す
る
。

・
地
方
公
共
団
体
は
路
線
毎
に
必
要
性
を
検

証
し
つ
つ
、
補
助
事
業
と
し
て
実
施
す
る
。

・
こ
れ
ま
で
の
事
業
実
施
済
み
分
の
負
担
金

等
の
徴
収
は
、
今
後
設
立
さ
れ
る
新
組
織

が
行
う
。

と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
緑
資
源
林
道
事
業
は
県
が

引
き
続
い
て
施
工
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
県
と
し
て
は
、
ま
だ
詳
細
な
事
業
内

容
が
決
定
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

林
野
庁
か
ら
県
へ
の
説
明
で
は
、
平
成
２０

年
度
予
算
概
算
要
望
の
新
規
事
業
と
し
て
、

事
業
主
体
が
道
県
の
「
山
の
み
ち
地
域
づ
く

り
交
付
金
」
の
創
設
、
事
業
主
体
が
独
立
行

政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
の
「
既
設
道
路
移

管
円
滑
化
事
業
」
の
創
設
を
要
望
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
緑
資
源
林

道
事
業
は
、
交
付
金
事
業
で
継
続
さ
れ
る
と

の
マ
ス
コ
ミ
報
道
も
あ
り
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
県
へ
の

事
業
移
管
が
決
定
さ
れ
次
第
、
早
急
に
県
に

強
く
開
設
事
業
の
要
望
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
規
模
林
道
の
協
議
会
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
国
の
動
き
を
見
な
が
ら
協
議
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問

谷
汲
地
区
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

高
橋

毅

議
員

問

緑
資
源
幹
線
林
道
（
大
規
模
林

道
）
に
つ
い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

議会だより
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改
正
さ
れ
た
「
文
化
財
保
護
法
」
は
、
自

治
体
が
主
体
と
な
っ
て
基
本
構
想
を
策
定
し
、

文
化
財
の
保
護
や
歴
史
、
文
化
な
ど
地
域
の

遺
産
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ

と
を
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
に
お
い
て
も
国
、
県
指
定
の

文
化
財
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
指
定
さ
れ
て
い

な
い
文
化
財
、
祭
り
、
景
観
等
も
含
め
た
町

づ
く
り
構
想
を
練
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
、
独
自
の
文
化
財
の
保
護
と
活

用
の
基
本
的
な
対
応
、
方
針
と
し
て
、
町
づ

く
り
を
含
め
た
基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
た

だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。

文
化
財
保
護
法
の
今
回
の
改
正
は
、
人
と

自
然
の
関
わ
り
の
中
で
育
ま
れ
た
景
観
地
を
、

「
文
化
的
景
観
」
と
し
て
新
た
に
文
化
財
に

位
置
付
け
、
棚
田
、
水
郷
な
ど
を
対
象
と
し
、

ま
た
一
方
で
は
生
活
や
生
産
に
関
す
る
用
具
、

用
品
等
の
製
作
技
術
な
ど
、
地
域
に
お
い
て

伝
承
さ
れ
て
き
た
「
民
俗
技
術
」
を
民
俗
文

化
財
の
一
形
態
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
鍛

冶
、
船
大
工
な
ど
、
生
活
や
生
産
に
関
す
る

用
具
、
用
品
等
を
対
象
と
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
国
は
県
等
の
申
し
出
に
基

づ
い
て
、
景
観
法
で
定
め
る
景
観
計
画
区
域

ま
た
は
景
観
地
区
内
に
あ
る
文
化
的
景
観
の

う
ち
特
に
重
要
な
も
の
を
重
要
文
化
的
景
観

と
し
て
選
定
さ
れ
る
も
の
で
、
文
化
庁
は
平

成
１９
年
８
月
ま
で
に
全
国
で
４
か
所
を
重
要

文
化
的
景
観
と
し
て
選
定
し
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
法
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、

重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
手
続
き
並
び
に
登

録
有
形
文
化
財
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
及

び
登
録
記
念
物
の
登
録
手
続
き
な
ど
制
度
の

運
用
方
針
に
沿
っ
て
、
県
と
連
携
し
文
化
財

の
保
存
、
保
護
、
伝
承
に
尚
一
層
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

谷
汲
、
長
瀬
小
学
校
統
合
に
あ
た
り
大
き

な
予
算
を
投
入
し
て
、
立
派
な
校
舎
の
建
築

を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
感
謝
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

今
後
、
教
育
内
容
を
充
実
、
向
上
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
、
急
務
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
新
し
く
で
き
た
小
学
校
に
は
プ
ー

ル
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
教
育
課
程
を

全
う
す
る
た
め
に
、
プ
ー
ル
施
設
が
必
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
は
町
営
の

谷
汲
プ
ー
ル
へ
バ
ス
で
送
迎
し
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
変
則
的
な
授
業
形
態
か
ら
脱
却
す

る
た
め
に
も
、
大
き
な
予
算
が
必
要
で
す
が
、

是
非
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

谷
汲
小
学
校
は
、
旧
谷
汲
・
旧
長
瀬
小
学

校
を
統
合
し
、
平
成
１９
年
度
に
新
し
く
ス
タ

ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
谷
汲
統
合
小
学
校

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
谷
汲
地
域
の
み
な
さ

ん
の
熱
い
思
い
を
受
け
、
整
備
を
進
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
員
ご
指
摘
の
よ
う

に
、
プ
ー
ル
が
未
整
備
で
す
が
、
町
内
各
学

校
施
設
の
耐
震
補
強
を
緊
急
か
つ
最
優
先
課

題
と
位
置
づ
け
て
、
予
算
配
分
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
プ
ー
ル
建
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
財
政
事
情
の
関
係
も
あ
り
、

計
画
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ご
理

解
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ビ
デ
ン
の
工
場
誘
致
に
つ
い
て
、
地
元

地
権
者
か
ら
、
は
っ
き
り
し
た
説
明
会
も
開

か
れ
な
い
ま
ま
誘
致
の
手
続
き
が
進
め
ら
れ

て
い
る
と
い
う
苦
情
が
来
て
い
ま
す
。
町
長

か
ら
全
員
協
議
会
で
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ま
ず
地
元
地
権
者
に
対
す
る
説
明
会
を
開
く

べ
き
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

今
で
も
騒
音
、
に
お
い
の
問
題
、
通
勤
の

と
き
な
ど
、
道
路
の
真
ん
中
を
の
ろ
の
ろ
歩

い
て
い
て
車
が
通
れ
な
い
な
ど
の
苦
情
も
あ

り
ま
す
。
住
民
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
に
は
、

そ
れ
な
り
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
て
は
で
き
ま

せ
ん
。
町
長
は
今
回
の
誘
致
で
揖
斐
川
町
の

利
益
、
地
域
の
活
性
化
、
雇
用
の
人
数
、
税

収
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
か
、

具
体
的
に
お
答
え
を
願
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
駐
車
場
に
な
っ
て
い
る
土

地
は
、
イ
ビ
デ
ン
と
地
権
者
が
駐
車
場
と
し

て
の
使
用
目
的
で
契
約
し
て
い
る
も
の
で
す
。

地
権
者
が
イ
ビ
デ
ン
に
聞
い
た
ら
、
町
が
進

め
て
い
る
の
で
イ
ビ
デ
ン
と
し
て
は
何
も
答

え
ら
れ
な
い
と
い
う
返
事
で
し
た
。
借
地
料

の
こ
と
も
含
め
て
、
イ
ビ
デ
ン
と
地
権
者
の

間
に
入
っ
て
、
町
が
契
約
の
変
更
を
進
め
て

い
る
の
で
す
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
こ
の
６
月
に
イ
ビ

デ
ン
さ
ん
か
ら
、
北
方
地
内
の
大
垣
北
事
業

場
を
拡
張
し
た
い
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

町
と
し
ま
し
て
は
、
７
月
１０
日
の
全
員
協
議

会
で
全
員
一
致
で
方
向
を
定
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
地
元
協
議
と
し
ま
し
て
は
、
７
月

９
日
に
は
地
元
議
員
さ
ん
な
ど
、
１８
日
に
は

地
権
者
、
耕
作
者
の
方
々
へ
の
説
明
会
を
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
地

元
の
方
々
か
ら
は
、
渋
滞
、
騒
音
な
ど
、
様
々

な
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
早
速
地
元
議
員
さ
ん
、
区
長
さ
ん
に

よ
り
、
イ
ビ
デ
ン
に
改
善
を
申
し
入
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。
町
と
し
ま
し
て
は
、
優
良
企
業

を
誘
致
す
る
こ
と
は
、
定
住
人
口
の
維
持
拡

大
、
雇
用
の
場
の
確
保
、
お
よ
び
、
税
収
の

増
に
、
大
い
に
寄
与
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

誘
致
に
伴
う
問
題
点
に
つ
い
て
は
個
別
に
解

決
策
を
探
り
な
が
ら
、一
方
で
、地
元
の
方
々

に
も
何
と
か
ご
理
解
を
お
願
い
し
て
、
是
非
、

山
本

猷
治

議
員

文
化
財
保
護
に
つ
い
て

問答

宗
宮

孝
生
町
長

問

谷
汲
小
学
校
の
プ
ー
ル
設
置
に

つ
い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

小
倉

昌
弘

議
員

工
場
誘
致
に
つ
い
て

問

答

宗
宮

孝
生
町
長

議会だより
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本
町
内
に
誘
致
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

な
お
、
現
在
イ
ビ
デ
ン
の
駐
車
場
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
土
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

イ
ビ
デ
ン
と
地
権
者
の
方
々
が
契
約
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
町
と
し
ま
し
て
は
、
契
約

当
事
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
地
元
関
係

者
へ
の
案
内
な
ど
、
で
き
る
範
囲
で
誘
致
に

向
け
た
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

火
災
や
地
震
、
風
水
害
な
ど
の
災
害
が
発

生
し
た
と
き
は
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど
災
害
活

動
に
危
険
な
障
害
物
は
、
供
給
会
社
が
除
去

す
る
こ
と
と
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

揖
斐
川
町
に
電
気
、
ガ
ス
を
供
給
し
て
い
る

会
社
は
、
災
害
対
応
要
員
を
大
垣
市
に
待
機

さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
要
員
が
災
害
現
場

に
到
着
す
る
ま
で
の
所
要
時
間
は
、
役
場
周

辺
で
も
６０
〜
８０
分
も
要
し
て
い
ま
す
。

災
害
等
で
電
線
が
断
線
し
た
り
、
ガ
ス
漏

れ
な
ど
の
異
常
状
態
に
な
る
と
、
自
動
的
に

そ
の
供
給
を
遮
断
す
る
機
能
を
付
加
し
て
い

る
と
供
給
会
社
は
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
最

近
の
火
災
現
場
で
そ
の
機
能
が
全
く
作
動
し

な
か
っ
た
事
例
が
起
き
て
い
ま
す
。
６
月
４

日
午
前
３
時
４５
分
上
南
方
地
内
で
発
生
し
た

建
物
火
災
に
お
い
て
、
６
６
０
０
ボ
ル
ト
の

高
圧
線
が
垂
れ
下
が
っ
た
が
、
緊
急
通
電
遮

断
機
能
は
作
動
せ
ず
、
電
力
会
社
の
要
員
が

現
場
に
到
着
し
た
５
時
ま
で
、
通
電
状
態
が

続
く
中
で
消
火
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

供
給
会
社
に
危
険
物
除
去
の
責
務
が
あ
り

ま
す
が
、
行
政
と
し
て
も
災
害
現
場
で
危
険

物
を
把
握
す
る
知
識
の
習
得
で
自
衛
で
き
る

態
勢
を
構
築
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。
公
務

罹
災
の
回
避
に
向
け
て
の
方
策
を
お
伺
い
し

ま
す
。

ま
た
、
災
害
が
発
生
し
て
か
ら
の
１
時
間

は
防
除
活
動
に
最
も
重
要
な
時
間
で
す
。
連

絡
を
受
け
た
電
力
会
社
の
要
員
が
現
場
に
到

着
す
る
ま
で
に
有
す
る
時
間
が
１
時
間
以
上

も
か
か
っ
て
は
、
す
で
に
対
策
が
終
わ
っ
た

後
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
時
間
の
短

縮
が
大
き
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

電
気
、
ガ
ス
会
社
に
対
し
、
次
の
こ
と
を
要

請
し
て
は
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
揖
斐
営
業
所
に
従
前
ど
お
り
当
直

社
員
を
配
置
す
る
こ
と
を
要
望
し
、
さ
ら
に
、

町
内
の
電
気
業
者
と
提
携
し
て
は
い
か
が
か

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
と
し
て
は
、
要
員
が
到
着
す

る
ま
で
に
、
や
む
を
得
ず
活
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
除
去
に

関
す
る
器
具
機
材
を
、
全
部
の
消
防
車
に
予

め
積
ん
で
お
く
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

中
部
電
力
の
災
害
発
生
時
の
体
制
は
、
平

日
の
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分
ま

で
は
、
揖
斐
川
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

７
名
の
技
術
サ
ー
ビ
ス
員
が
常
駐
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
外
の
時
間
帯
や
土
日
、
祝
日

は
大
垣
営
業
所
が
担
当
し
て
お
り
、
現
場
到

着
ま
で
に
１
時
間
程
度
を
要
し
て
い
る
状
況

で
す
。
中
部
電
力
で
は
、
電
気
に
起
因
す
る

事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
揖
斐
郡
消
防
組
合
、

揖
斐
警
察
署
を
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
、
電
気
設

備
付
近
に
お
け
る
消
防
活
動
上
の
注
意
点
を

徹
底
す
る
よ
う
関
係
署
員
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
旧
５
村
に
つ
い
て
は
、
本
年

８
月
か
ら
、
近
隣
の
民
間
電
気
業
者
と
保
線

委
託
契
約
を
締
結
し
、
休
日
・
夜
間
の
迅
速

な
初
期
対
応
に
努
め
て
い
る
と
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

消
防
団
員
等
の
公
務
災
害
防
止
対
策
に
つ

い
て
は
、
近
く
開
催
さ
れ
る
消
防
団
の
幹
部

会
議
に
中
部
電
力
か
ら
関
係
職
員
を
派
遣
し

て
も
ら
い
、
中
部
電
力
が
現
場
へ
到
着
す
る

ま
で
の
消
火
活
動
上
の
留
意
点
や
周
辺
住
民

へ
の
注
意
喚
起
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
全

団
員
に
徹
底
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
、
７
月
５
日
に
は
中
部
電
力
本
社
用

地
部
長
が
来
庁
の
折
り
に
、
こ
の
こ
と
を
強

く
要
望
し
ま
し
た
。

消
防
車
に
機
材
を
積
ん
で
は
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
団
員
の
安
全
面
か
ら
十
分
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

林

幹
夫

議
員

災
害
活
動
時
に
お
け
る
公
務
罹

災
の
回
避
対
策
に
つ
い
て

問

答

宗
宮

孝
生
町
長

議
会
活
動
報
告

８
月

１３
日

第
８
回
議
会
運
営
委
員
会

２０
日

第
６
回
臨
時
会

２０
日

第
８
回
議
会
全
員
協
議
会

２０
日

第
９
回
議
会
運
営
委
員
会

２２
日

第
８
回
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会

９
月

６
日

第
７
回
定
例
会
（
第
１
日
）

６
日

第
９
回
議
会
全
員
協
議
会

６
日

第
１０
回
議
会
運
営
委
員
会

７
日

第
５
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

７
日

第
９
回
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会

１０
日

第
３
回
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

１０
日

第
３
回
産
業
建
設
常
任
委
員
会

１１
日

第
１
回
決
算
特
別
委
員
会

１２
日

第
２
回
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

１３
日

第
７
回
定
例
会
（
第
２
日
）

１４
日

第
７
回
定
例
会
（
最
終
日
）

１４
日

第
１０
回
議
会
全
員
協
議
会

議会だより
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８８
００
２２
００
運運
動動
表表
彰彰

受受
賞賞
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす
！！

揖
斐
口
腔
保
健
協
議
会
で
は
、
８０
歳
以
上

で
自
分
の
歯
が
２０
本
以
上
あ
る
方
を
表
彰
す

る
「
８
０
２
０
運
動
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
１０
月
４
日
�
池
田
町
役
場
で
表
彰
式

が
あ
り
、
表
彰
者
３５
人
の
う
ち
、
揖
斐
川
町

で
は
８
人
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ほ
そ
の

も

も

え

細
野

も
ゝ
ゑ
さ
ん
（
和

田
）

８６
歳

た
か
は
し

こ
う
じ

�
橋

浩
司
さ
ん

（
三

輪
）

８１
歳

た
か
は
し

み
ち
お

�
橋

享
夫
さ
ん

（
西
津
汲
）

８１
歳

せ
が
わ

と
し
ゆ
き

瀬
川

敏
幸
さ
ん

（
三

輪
）

８０
歳

は
や
し
林

ひ
ろ
さ
ん

（
上
ミ
野
）

８０
歳

く
に
え
だ

し
げ
る

國
枝

茂
さ
ん

（

永
）

８０
歳

の
ぐ
ち

野
口

よ
ね
さ
ん

（
小

島
）

８０
歳

や
ま
ざ
き

い
さ
お

山
�

勇
男
さ
ん

（

永
）

８０
歳

皆
さ
ん
受
賞
を
大
変
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

自
分
の
歯
が
２０
本
以
上
あ
る
た
め
に
、
三

度
の
食
事
を
お
も
い
っ
き
り
噛
ん
で
食
べ
る

こ
と
が
で
き
、
食
べ
る
楽
し
み
や
幸
せ
を
感

じ
、
８０
歳
ま
で
良
く
働
い
て
く
れ
た
「
歯
」

に
感
謝
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
身
体

の
調
子
も
良
く
、
背
筋
が
伸
び
、
肌
の
つ
や

が
あ
り
ま
す
。
趣
味
も
豊
か
で
多
芸
に
秀
で

て
お
ら
れ
ま
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
「
よ
く
噛
ん
で
食
べ
な
さ

い
、
頭
も
良
く
な
る
よ
」
と
言
わ
れ
続
け
、

固
い
も
の
を
良
く
噛
む
よ
う
に
し
て
来
た
と

の
こ
と
で
す
。
甘
い
も
の
は
控
え
、
酒
・
タ

バ
コ
を
呑
ま
ず
、
適
度
に
運
動
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
共
通
し
て
、
１

日
２
〜
３
回
、
食
後
の
歯
磨
き
を
欠
か
し
ま

せ
ん
。
歯
の
健
康
が
身
体
の
健
康
に
も
つ
な

が
り
、
ご
自
身
の
「
生
命
線
」
と
し
て
気
を

つ
け
ら
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

「「
世世
界界
エエ
イイ
ズズ
デデ
ーー
」」
にに
おお
けけ
るる

ＨＨ
ＩＩ
ＶＶ
抗抗
体体
迅迅
速速
検検
査査
のの
実実
施施
にに
つつ
いい
てて

【
日
時
】
１２
月
１
日（
土
）８
時
４０
分
〜
１１
時

【
場
所
】
西
濃
保
健
所
（
西
濃
総
合
庁
舎
）

大
垣
市
江
崎
町
４
２
２
‐
３

【
内
容
】
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
迅
速
検
査（
血
液
検
査
）

【
費
用
】
無
料

匿
名

【
申
込
先
】
西
濃
保
健
所

０
５
８
４
‐
７
３
‐
１
１
１
１（
内
線
２
７
９
）

事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

たかはし こう じ

�橋 浩司さん

くにえだ しげる

國枝 茂さん

せ がわ としゆき

瀬川 敏幸さん

の ぐち

野口 よねさん

ほそ の も も え

細野 もゝゑさん

はやし

林 ひろさん

やまざき いさ お

山� 勇男さん
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283億 1,822万 8,953円

192億 8,123万 5,496円

90億 3,699万 3,457円

24億 3,223万 3,125円

1億 3,763万 7,856円

26億 5,341万 8,782円

8,308万 1,813円

1億 1,284万 9,750円

1,961万 4,841円

877万 7,369円

1億 4,700万 0,553円

1億 7,875万 8,246円

1,405万 5,480円

725万 7,641円

1,316万 5,674円

182万 2,346円

694万 4,358円

25億 6,724万 1,445円

4億 0,134万 4,481円

2,306万 3,614円

1億 9,240万 6,881円

3,631万 9,202円

270億 0,228万 7,272円

182億 7,990万 9,523円

87億 2,237万 7,749円

23億 4,638万 0,119円

1億 3,117万 9,076円

26億 5,341万 8,782円

7,037万 0,592円

1億 0,826万 7,962円

1,722万 7,598円

548万 6,110円

1億 4,690万 4,954円

1億 7,867万 3,957円

1,188万 2,338円

629万 5,978円

836万 8,507円

90万 4,378円

449万 2,942円

24億 5,230万 1,255円

3億 5,695万 1,476円

40万 5,000円

1億 9,088万 8,105円

3,197万 8,620円

13億 1,594万 1,681円

10億 0,132万 5,973円

3億 1,461万 5,708円

8,585万 3,006円

645万 8,780円

0円

1,271万 1,221円

458万 1,788円

238万 7,243円

329万 1,259円

9万 5,599円

8万 4,289円

217万 3,142円

96万 1,663円

479万 7,167円

91万 7,968円

245万 1,416円

1億 1,494万 0,190円

4,439万 3,005円

2,265万 8,614円

151万 8,776円

434万 0,582円

国民健康保険特別会計

国民健康保険直診勘定特別会計

老人保健医療特別会計

谷汲中央診療所特別会計

大和簡易水道特別会計

脛永簡易水道特別会計

市場簡易水道特別会計

谷汲簡易水道特別会計

北部簡易水道特別会計

北方財産区特別会計

大和財産区特別会計

谷汲財産区特別会計

長瀬財産区特別会計

横蔵財産区特別会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

杉原地域土地取得等特別会計

個別排水事業特別会計

観光事業特別会計

内 訳 歳入決算額 歳出決算額 差 引 残 額

地方交付税
%

諸収入
%

繰越金
%

繰入金
%

町税
%

町債
%

国庫支出金
%

公債費
%

教育費
%

土木費
% 衛生費

%

民生費
%

総務費
%

決 算 総 額

一 般 会 計

特 別 会 計

1億 6,978万 0,315円

2億 4,399万 6,423円

1億 5,427万 8,899円

2億 5,007万 6,250円

内 訳 歳入決算額 歳出決算額

上水道事業会計（収益的）

上水道事業会計（資本的）

9月6日（木）から14日（金）まで開かれた平成19年第7回揖斐川町議会定例会で、平成18年度一般会計および特別
会計の決算が原案どおり認定されました。
平成18年度決算について皆さんにお知らせします。

ふれあいトンネル整備事業 6億0,011万9,200円
谷汲統合小学校建設事業 8億5,730万7,560円
藤橋温泉整備事業 9億2,739万8,850円
公営住宅建設事業 3億8,904万7,050円
放送通信ネットワーク整備事業 7億1,401万4,346円
久瀬診療所改修事業 2億0,838万9,015円

平成18年度の主な事業

一般会計
歳出総額

2億 0万
3円

一般会計
歳入総額

2億 3万
6円
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30億 9,925万 3,278円

1億 7,675万 6,610円

1億 7,491万 3,867円

6,147万 7,602円

1,111万 1,831円

12億 3,225万 1,836円

8億 0,701万 6,974円

17億 4,790万 1,460円

52億 8,637万 3,000円

3億 9,652万 9,339円

1,168万 0,000円

1,156万 3,000円

988万 5,000円

2億 4,027万 2,000円

2,833万 6,770円

1億 1,307万 3,000円

8,364万 6,000円

374万 5,000円

13億 8,062万 7,837円

8億 8,302万 1,092円

35億 2,180万 0,000円

192億 8,123万 5,496円

町 税

分担金および負担金

使用料および手数料

財 産 収 入

寄 付 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

地 方 交 付 税

地 方 譲 与 税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

交通安全対策特別交付金

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

町 債

内 訳 歳 入 額

自

主

財

源

依

存

財

源

一般会計歳入総額

1億 5,548万 8,392円

42億 1,503万 7,189円

23億 7,046万 4,093円

21億 4,906万 9,126円

12億 3,955万 7,766円

5億 1,607万 2,517円

15億 8,772万 2,384円

6億 4,338万 9,037円

29億 8,968万 7,991円

1億 7,430万 1,712円

22億 2,646万 9,316円

1,265万 0,000円

182億 7,990万 9,523円

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

内 訳 歳 出 額

一般会計歳出総額

地方譲与税等
4.7%

地方交付税地方交付税
27.4%%

諸収入諸収入
9.1%%

繰越金繰越金
4.2%%

繰入金繰入金
6.4%%

町税町税
16.1%%

町債町債
18.3%%

国庫支出金国庫支出金
7.2%%

地方交付税
27.4%

諸収入
9.1%

繰越金
4.2%

繰入金
6.4%

諸支出金
0.1%

寄付金
0.1%

財産収入
0.3%

使用料および手数料
0.9%

分担金および負担金
0.9%

町税
16.1%

町債
18.3%

国庫支出金
7.2%

県支出金
4.6%

災害復旧費
1.0%

議会費
0.9%

公債費公債費
12.2%%

教育費教育費
16.4%%

土木費土木費
8.7%% 衛生費衛生費

11.8%%

民生費民生費
13.0%%

総務費総務費
23.1%%

公債費
12.2%

教育費
16.4%

消防費
3.5% 土木費

8.7%

商工費
2.8%

農林水産業費
6.8%

衛生費
11.8%

民生費
13.0%

総務費
23.1%

議会の運営に 

一般的な事務に 

福祉の充実に 

健康づくりや清掃に 

農林業などの振興に 

商工業や観光の振興に 

道路や河川の整備に 

消防や防災に 

生涯教育や学校教育に 

 

借入金の返済に 

一般会計一般会計
歳出総額歳出総額

1822億7,9900万
9,5233円

一般会計
歳出総額

182億7,990万
9,523円

一般会計一般会計
歳入総額歳入総額

1922億8,1233万
5,4966円

一般会計
歳入総額

192億8,123万
5,496円

依
存
財
源
62%

自
主
財
源
3
8%

ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金

※グラフ中の割合については小数第2位で四捨五入していますので、
合計が合わない場合があります。
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揖揖
斐
川川
町町
放放
送送
通通
信信
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知知
ら
せ

揖
斐
川
町
放
送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

施
設
利
用
料
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

施
設
利
用
料
（
１
０
５
０
円
／
月
）

初
回
の
引
落
し
は
、
利
用
料
起
算
日
の
翌

月
２５
日
に
ご
指
定
の
金
融
機
関
口
座
か
ら
自

動
振
替
し
ま
す
。

初
回
は
、
加
入
金
の
ほ
か
に
、
無
料
期
間

が
終
了
し
た
月
の
日
割
分
と
、
無
料
期
間
が

終
了
し
た
月
か
ら
近
い
３
月
ま
た
は
９
月
ま

で
の
利
用
料
を
口
座
か
ら
自
動
振
替
し
ま
す
。

２
回
目
以
降
は
、
４
月
２５
日
（
４
月
〜
９

月
分
）
と
１０
月
２５
日
（
１０
月
〜
３
月
分
）
に

半
年
分
ず
つ
施
設
利
用
料
を
口
座
か
ら
自
動

振
替
し
ま
す
。

※
金
融
機
関
が
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日

◎
通
帳
の
通
信
欄
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
載

さ
れ
ま
す
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
旧
郵
便
局
）、岐
阜
銀
行
以

外
の
金
融
機
関
の
場
合

「
イ
ビ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
」

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
旧
郵
便
局
）、岐
阜
銀
行
の

場
合

「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
利
用
料
」

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
垣
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
よ
り
別
途
、
毎
月
引
落
し
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
放
送
通
信
セ

ン
タ
ー（
情
報
政
策
課
）℡
２
１
‐
３
１
７
１

生
活
保
護
世
帯
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

加
入
金
・
施
設
利
用
料
に
つ
い
て

揖
斐
川
町
放
送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
さ
れ
る
方
は
加
入

金
と
施
設
利
用
料
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

但
し
、
減
免
を
受
け
る
に
は
申
請
に
よ
り

町
長
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
加
入
金
の
減
免

５
２
５
０
０
円

↓

２
６
２
５
０
円

（
平
成
１９
年
３
月
３１
日
ま
で
に
加
入
済
み
の

方
は
除
き
ま
す
。）

■
施
設
利
用
料
の
減
免

１
０
５
０
円
／
月

↓

５
２
５
円
／
月

よ
く
あ
る
ご
質
問
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ．

今
ま
で
の（
ア
ナ
ロ
グ
）テ
レ
ビ
で
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
を
見
ら
れ
ま
す
か
？

Ａ．

２
０
１
１
年
７
月
２４
日
ま
で
は
、
今
ま

で
ど
お
り
ア
ナ
ロ
グ
放
送
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
完
全
に
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
変
わ
る
た
め
、
何
ら
か
の
対
応
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｑ．

今
ま
で
の
（
ア
ナ
ロ
グ
）
テ
レ
ビ
で
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
視
聴
で
き
ま
せ
ん

か
？

Ａ．

地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
等
の
機
器

を
接
続
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
の
（
ア
ナ
ロ

グ
）
テ
レ
ビ
を
利
用
し
て
視
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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子
育育
て
支
援
の
お
知知
ら
せ

【
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

上
南
方
１
９
３

℡
２
３
‐
１
１
３
６

■
利
用
対
象

町
内
在
住
の
未
就
園
児
親
子

（
祖
父
母
可
）

■
休

館

日

祝
日
、
土
、
日
曜
日

■
開
所
時
間

９
時
〜
１６
時

●
♪
印
の
あ
る
活
動
は
要
予
約
で
す
。

●
月
曜
日
は
、
育
児
相
談
日
（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
の
日
）
で
す
。
担

当
者
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

●
１２
月
の
行
事
の
予
約
受
付
期
間
は
、
１１
月
２１
日
�
１３
時
か

ら
１１
月
２８
日
�
１６
時
ま
で

●
予
約
受
付
場
所
…
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
所

１２
月
１８
日
�
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
定
員
こ
ど
も
７０
名
）

申
込
受
付
…
１１
月
２１
日
�
１３
時
〜
定
員
に
な
り
次
第
〆
切

申
込
用
紙
…
１１
月
ぴ
っ
こ
ろ
だ
よ
り
添
付

【
か
す
が
保
育
園
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

春
日
小
宮
神
１
０
７
１

℡
５
７
‐
２
３
１
９

毎
週
火
曜
日
（
園
庭
開
放
日
）

９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

毎
週
木
曜
日（
コ
ア
ラ
ち
ゃ
ん
の
日
）

９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

『料理教室に挑戦！』（９月２７日）
春日モリモリ村保健センターへ１３組の親子が集まりました。
栄養士さんの指導で４品をつくりました。

揖斐川町の幼児園、保育園の子育て支援！（かすが保育園以外）
＊園庭開放をしていますので遊びに行きましょう。
期日：第２水曜日…１１月１４日�

第４水曜日…１１月２８日�
時間：午前９時３０分～１１時３０分

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢

者
を
対
象
に
短
期
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

会
員
以
外
の
方
も
対
象
と
し
て
お
り
、

受
講
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

※
講
習
内
容

緑
地
管
理

（
剪
定
な
ど
）

※
受
講
対
象
者

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
６０
歳
代
前
半
層
の
方

※
募
集
定
員

２０
名（
申
込
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

※
申
込
み
締
切
日

１１
月
２０
日
�
必
着

※
講
習
の
期
間

１２
月
４
・
５
・
６
・
７

日
の
４
日
間
を
予
定
（
詳
細
は
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

※
講
習
参
加
費

受
講
料
は
無
料

※
講
習
会
場

旧
谷
汲
小
学
校
を
予
定

※
申
込
み
先

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

郵
送
等
で
申
込
み
下
さ
い
。

〒
５
０
１
‐
０
６
０
３

揖
斐
川
町
上
南
方
１
９
３
番
地

※
問
い
合
わ
せ
先

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‐
０
９
０
７

FAX
２
３
‐
０
９
１
３

岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

℡
０
５
８
‐
２
４
９
‐
０
２
２
８

◎
１１
月
の
入
会
説
明
会
・
登
録
会
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
下
さ
い
。

入
会
説
明
会

第
１
回

１１
月
５
日
�
１０
時
〜

第
２
回

１１
月
１９
日
�
１０
時
〜

登
録
会

１１
月
２６
日
�
１０
時
〜

会
場

揖
斐
川
町
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

内

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

【
お
問
い
合
せ
先
】揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‐
０
９
０
７

１１月センタールーム活動（時間：１０：００～１１：３０）
（おやつ指導のみ１１時開始）

金 教室
２
子子育育てて教教室室
メメリリーーぐぐみみ３３回回目目

９
フフリリーー

１６
保保健健セセンンタターー
１１歳歳児児教教室室

２３
祝祝 勤勤労労感感謝謝のの日日

３０
子子育育てて教教室室
メメリリーーぐぐみみ４４回回目目

木
１ ♪♪
親親子子体体操操
河河村村ええりり子子先先生生

８
フフリリーー

１５
先先生生ととああそそぼぼ！！

２２
フフリリーー

２９
フフリリーー

水 交流日

７
ささくくららんんぼぼ
００歳歳児児交交流流

１４
いいちちごご
１１歳歳児児交交流流

２１
りりんんごご
２２・・３３歳歳児児交交流流

２８
フフリリーー

火

６ ♪♪
音音楽楽リリズズムム
雨雨森森・・岡岡部部先先生生

１３ ♪♪
誕誕生生会会
おお話話ルルーームム

２０ ♪♪
おおややつつ指指導導
おお茶茶持持参参

２７ ♪♪
ベベビビーーママッッササーージジ
４４ヶヶ月月～～１１００ヶヶ月月

月 相談日

５ MMIILLKKのの日日
育育児児相相談談

１２ MMIILLKKのの日日
育育児児相相談談
♪♪リリーースス作作りり

１９ MMIILLKKのの日日
育育児児相相談談
♪♪料料理理教教室室

２６ MMIILLKKのの日日
育育児児相相談談
発発育育測測定定

リズム遊び
園庭開放日
誕生会（揖斐川子育て支援センターにて）
先生とあそぼ！（揖斐川子育て支援センターにて）
料理教室（春日保健センターにて）
園庭開放日
室内遊び
園庭開放日
お話ルーム

１日�
６日�
１３日�
１５日�
１９日�
２０日�
２２日�
２７日�
２９日�

▲剪定作業を学ぶ会員の皆さん▲昨年の講習会の様子
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国国
民民
健健
康康
保保
険険
の
お
知知
ら
せ

毎
月
、
ご
相
談
の
あ
り
ま
し
た
主
な
内
容

に
つ
い
て
Ｑ
＆
Ａ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ
、
保
険
証
が
届
き
ま
し
た
が
、
有
効
期
限

は
ど
う
し
て
、
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で

な
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
、
今
回
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成

２０
年
３
月
３１
日
ま
で
で
す
。

こ
れ
は
、来
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
よ
り
、
原
則
７５

歳
以
上
の
高
齢
者
が
、
国
保
の
被
保
険
者

か
ら
脱
退
さ
れ
る
こ
と
や
、
退
職
者
医
療

制
度
の
年
齢
制
限
の
引
き
下
げ
（
現
在
７５

歳
以
下
か
ら
６５
歳
以
下
）
に
よ
り
、
大
き

く
制
度
が
変
わ
る
た
め
で
す
。
尚
、
次
回

の
更
新
は
、
平
成
２０
年
３
月
下
旬
に
行
い
、

平
成
２１
年
９
月
末
ま
で
の
有
効
期
限
の
予

定
で
す
。

Ｑ
、
病
院
に
入
院
し
ま
し
た
の
で
、
保
険
証

を
分
け
れ
ま
せ
ん
か
。

Ａ
、
保
険
証
は
、
一
世
帯
で
１
枚
が
原
則
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
病
院
等
に
一
時
的
に

入
院
さ
れ
る
場
合
、
遠
隔
地
の
特
例
と
し

て
、
保
険
証
を
入
院
期
間
を
限
度
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
役
場
住
民
課

ま
た
は
、
お
近
く
の
振
興
事
務
所
で
お
手

続
き
く
だ
さ
い
。
（
必
要
な
も
の

被
保

険
者
証
・
認
印
）

Ｑ
、
母
が
施
設
に
入
所
す
る
予
定
（
住
民
異

動
を
し
ま
す
。）で
す
が
、
保
険
証
は
、
ど

の
町
で
加
入
す
る
の
で
す
か
。

Ａ
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
な
ど
に
よ
っ

て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
所
し
、

他
の
市
町
村
に
転
出
さ
れ
た
場
合
、
例
外

的
に
入
所
前
に
居
住
し
て
い
た
市
町
村
が

保
険
者
と
な
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
「
住

所
地
特
例
」
と
い
い
、
引
き
続
き
保
険
者

は
、
「
揖
斐
川
町
」
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
入
所
前
に
対
象
者
が
一
人
世
帯
で
な

か
っ
た
場
合
は
、
入
所
後
に
一
世
帯
と
し

て
み
な
さ
れ
、
国
保
税
は
別
々
に
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
、
国
保
税
は
、
ど
う
し
て
前
年
の
所
得
で

計
算
す
る
の
で
す
か
。

Ａ
、
会
社
等
の
社
会
保
険
制
度
で
は
、
毎
月

の
給
料
が
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
ま
す
の

で
、
給
与
額
に
応
じ
て
社
会
保
険
料
が
差

し
引
か
れ
ま
す
。
し
か
し
、
国
民
健
康
保

険
は
、
主
に
農
業
や
自
営
業
者
等
を
対
象

に
し
て
お
り
、
毎
月
の
収
入
額
が
わ
か
り

ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
住
民
税
等
の
申
告
に

よ
り
、
所
得
を
把
握
し
て
い
ま
す
の
で
、

前
年
の
所
得
で
課
税
す
る
制
度
と
な
っ
て

い
る
た
め
で
す
。

Ｑ
、
納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
再
度
、
納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
。

ど
う
し
て
で
す
か
。

Ａ
、
納
税
通
知
書
が
２
通
届
く
の
は
、
次
の

場
合
で
す
。

・
本
人
の
申
告
や
町
の
調
査
に
よ
っ
て
、
申

告
所
得
が
変
更
に
な
っ
た
と
き
。

・
年
度
の
途
中
で
、
国
保
へ
の
加
入
ま
た
は

脱
退
が
あ
り
、
増
額
減
額
と
な
っ
た
と
き
。

・
年
度
を
遡
っ
て
国
保
に
加
入
さ
れ
た
と
き
。

以
上
の
場
合
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

岐岐
阜阜
県県
後後
期期
高高
齢齢
者
医医
療療
広広
域域
連
合合

か
ら
の
お
知知
ら
せ

平
成
２０
年
４
月
か
ら
新
た
に
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
新
し
い
医
療
制
度
の
運
営
は
、
県
内

の
全
て
の
市
町
村
が
加
入
す
る
「
岐
阜
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が
行
い
、
お
住

ま
い
の
「
市
町
村
」
で
窓
口
業
務
を
行
い
ま

す
。
現
在
、
こ
の
新
し
い
医
療
制
度
の
開
始

に
伴
い
、
市
町
村
と
広
域
連
合
で
協
力
し
て

準
備
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
対
象
と
な
る
全
て
の
皆
さ
ん

に
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
確
認

を
い
た
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

【
障
害
認
定
者
に
対
す
る
制
度
の
移
行
確
認

に
つ
い
て
】

■
対
象
と
な
る
方

６５
歳
以
上
７５
歳
未
満
の

障
害
認
定
に
よ
る
老
人
保
健
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方

■
目
的

現
在
、
６５
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
障

害
認
定
に
よ
る
老
人
保
健
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方
は
、
平
成
２０
年
４
月
か
ら
は
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
ま
す
。
現

在
ご
加
入
の
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険

な
ど
の
医
療
保
険
を
継
続
す
る
こ
と
も
で

き
る
た
め
確
認
い
た
し
ま
す
。

■
確
認
の
た
め
の
文
書
の
送
付
時
期

１１
月

中
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】
岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合

℡
０
５
８
‐
３
８
７
‐
６
３
６
８

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
６
２
）

社
会
保保
険険
料料
（
国国
民民
年
金
保保
険険
料料
）

控控
除
証
明明
書
に
つ
い
て

■
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
（
非
課
税
）
の
対
象
で
す
。

■
確
定
申
告
の
際
に
１
年
間
の
納
付
額
を
申

告
す
る
と
き
は
、「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」の
添
付
が
必
要
で
す
。

○
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
は
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。

※
１１
月
上
旬
に
送
付
し
た
方

■
対
象
者

平
成
１９
年
１
月
１
日
か
ら
１０
月

１
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
方

※
２０
年
２
月
上
旬
に
送
付
す
る
方

■
対
象
者

１１
月
上
旬
に
送
付
の
対
象
と
さ

れ
な
か
っ
た
方
で
、
平
成
１９
年
１０
月
２
日

か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
方

国
民
年
金
保
険
料
は
世
帯
で
連
帯
し
て
納

付
国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険
者
本
人
だ

け
で
な
く
、
そ
の
世
帯
の
世
帯
主
及
び
配
偶
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揖揖
斐
川川
町町
臨臨
時
職職
員員
の
募募
集

次
の
と
お
り
、
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◎
保
健
師

■
勤
務
先

揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー

■
募
集
人
員

１
名

■
応
募
資
格

５０
歳
未
満
の
保
健
師
免
許
取

得
者

■
選
考

面
接
試
験
を
実
施

■
採
用

平
成
１９
年
１２
月
１
日
か
ら

■
雇
用
期
間

平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で

■
給
与

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件
に
よ

る
■
勤
務
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
土
曜

日
・
日
曜
日
、
国
民
の
休
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）
８
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

■
応
募
方
法

履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）
に

記
入
し
、
保
健
師
免
許
の
写
し
を
添
え
て
１１

月
１２
日
�
ま
で
に
役
場
政
策
広
報
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
政
策
広

報
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

秋
のの
城
台台
山
公公
園
と
町町
並並
み

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開開
催催
��

１１
月
３
日
�
に
城
台
山
公
園
、
揖
斐
の
町

並
み
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
皆
さ
ん
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時

１１
月
３
日
�

ス
タ
ー
ト

９
時
〜
１１
時

ゴ
ー
ル

１５
時
ま
で

■
場
所

揖
斐
川
町
役
場
（
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
）

■
参
加
費

無
料

■
駐
車
場

揖
斐
川
町
役
場
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
（
無
料
）

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
商
工
観

光
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

第第
１１９９
回谷谷

汲
も
み
じ
ま
つ
り
開開
催催
��

今
年
で
第
１９
回
を
数
え
る
谷
汲
も
み
じ
祭

り
が
次
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
岐
阜
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
「
谷
汲
踊
」
の
披
露
等
各

種
イ
ベ
ン
ト
、
町
内
農
産
物
・
日
間
賀
島
・

那
智
勝
浦
町
の
海
産
物
等
の
販
売
も
行
わ
れ

ま
す
。

■
日
時

１１
月
１１
日
�
９
時
〜
１６
時

■
場
所

町
営
谷
汲
門
前
駐
車
場
（
有
料
４

０
０
円
）

■
駐
車
場

揖
斐
川
町
営
門
前
駐
車
場
有
料

４
０
０
円
（
同
日
開
催
の
い
び
が
わ
マ
ラ

ソ
ン
と
両
会
場
を
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
無

料
）
が
運
行
さ
れ
ま
す
。）

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
観
光
プ
ラ
ザ

℡
５
５
‐
２
０
２
０

秋
の
味味
覚覚
祭祭
り
が開開

催催
さ
れ
ま
す
！

秋
の
味
覚
祭
り
で
は
、
各
種
物
産
販
売
や

バ
ザ
ー
、
も
ち
つ
き
体
験
な
ど
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
日
時

１１
月
４
日
�
９
時
〜
１４
時

■
場
所

道
の
駅
夜
叉
ヶ
池
の
里
さ
か
う
ち

■
内
容

新
鮮
野
菜
、新
米（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

な
ど
の
物
産
販
売
や
と
ろ
ろ
ご
飯
、
と
ろ

ろ
そ
ば
、
ダ
チ
ョ
ウ
の
串
か
つ
、
し
し
汁

な
ど
の
バ
ザ
ー
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
道
の
駅
夜
叉
ヶ
池
の
里

さ
か
う
ち

℡
５
３
‐
２
２
６
２

者
も
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
は
、
そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納
付
し
た

方
の
所
得
税
等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
年
末
調
整
等
の
手

続
き
の
際
に
ご
自
身
の
社
会
保
険
料
の
額
と

合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
、

こ
の
場
合
は
、
ご
家
族
分
の
証
明
書
も
申

告
す
る
方
の
申
告
書
に
添
付
等
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付

さ
れ
る「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
に
記
載
さ
れ
る
お
問
い
合
わ

せ
先
に
お
願
い
し
ま
す
。

樽樽
見見
鉄鉄
道道
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
ダ
イ
ヤ
が
一一
部部
変変
更更
と
な
り
ま
す
。

樽
見
鉄
道
の
時
刻
が
一
部
修
正
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
谷
汲
口

線
）の
時
刻
も
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。（
平

成
１９
年
１１
月
１
日
改
正
）

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
企
画
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

コミュニティバス改正内容

改正

１８：３５

１８：４３

→

→

現行

１８：１０

１８：１８

区分

谷汲山発

谷汲口駅着

樽見鉄道改正内容

改正

１８：４６

１８：０７

１８：５４

改正

１８：０６

１８：５３

１７：５８

１８：４５

→

→

→

→

→

→

→

現行

１８：４８

－

１８：２２

現行

－

１８：５５

－

１８：１５

区分

樽見行き

大垣行き

区分

樽見行き

大垣行き

谷
汲
口
駅
着

高
科
駅
着
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美
し
い
ひ
だ
・
み
の
景景
観観
百百
選選
募募
集
中中

県
内
の
良
好
な
歴
史
・
伝
統
的
景
観
、自
然

的
景
観
、都
市
景
観
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間

平
成
１８
年
３
月
１
日
�
〜
平

成
２０
年
２
月
２９
日
�

■
応
募
方
法

応
募
用
紙
（
募
集
チ
ラ
シ
の

裏
面
）
に
必
要
事
項
（
住
所
、氏
名
、景
観

の
名
称
、
所
在
地
等
）を
記
入
し
、
カ
ラ
ー

写
真
を
１
枚
添
え
て
郵
送
又
は
メ
ー
ル
。

■
応
募
先

県
庁
都
市
政
策
課（
〒
５
０
０
‐

８
５
７
０

岐
阜
市
薮
田
南
２
‐
１
‐
１
）

又
は
最
寄
り
の
県
土
木
事
務
所

■
参
考

百
選
に
選
ば
れ
た
方
に
は
、
記
念

品
を
贈
呈

【
お
問
い
合
せ
先
】
岐
阜
県
都
市
政
策
課

℡
０
５
８
‐
２
７
２
‐
１
１
１
１
（
内
線

３
７
５
６
）

http
://w

w
w
.pref.gifu.lg.jp/pref/s

1

1654/k
eik
an
/ch
ooses

100/h
y
ak
u
se

nbosyu.pdf

「
権権
現現
のの
森森
林林
」
づ
く
り
事
業
で

植植
樹
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

日
本
山
岳
会
岐
阜
支
部
で
は
、
揖
斐
川
上

流
域
に
あ
る
藤
橋
（
南
矢
中
谷
）
県
有
林
に

お
い
て
、
「
自
然
の
生
態
系
に
則
し
た
、
持

続
的
な
森
林
（
も
り
）
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
、
荒
廃
し
た
森
林
の
再
生
の
た
め
に
植
樹

を
行
う
こ
と
、
森
林
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て

の
環
境
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

住
民
と
研
究
者
が
協
働
し
て
『
揖
斐
川
流
域

住
民
に
よ
る
水
源
の
「
権
現
の
森
林
」
づ
く

り
』
事
業
で
、
左
記
の
と
お
り
植
樹
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

１１
月
４
日
�
、
１１
月
１１
日
�

（
ど
ち
ら
か
１
日
で
も
よ
い
）

７
時
３０
分
か
ら
１６
時
ま
で

■
集
合
場
所

国
道
３
０
３
号
線

道
の
駅

「
星
の
ふ
る
さ
と
藤
橋
」
駐
車
場

■
作
業
場
所

藤
橋
県
有
林
内
（
標
高
８
５

０
メ
ー
ト
ル
）

集
合
場
所
か
ら
揖
北
林
道
を
経
由
し
て
林

道
最
奥
車
止
め
か
ら
徒
歩
１
時
間

■
作
業
内
容

予
定
地
（
０．

３
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
に
、
各
自
で
ブ
ナ
な
ど
の
苗
を
運
び
、

植
え
付
け
る
。

■
参
加
資
格

山
の
自
然
再
生
に
関
心
を
よ

せ
る
方
、
山
中
で
作
業
に
従
事
で
き
る
方

な
ら
、
男
女
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
参
加
の
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

日
本
山
岳
会
岐
阜
支
部
「
権
現
の
森
林
」

づ
く
り
委
員
長

藤
井
法
道
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

℡
０
５
８
４
‐
７
５
‐
５
１
４
５

携
帯
０
９
０
‐
５
４
５
４
‐
７
０
６
９

労
働働
審審
判
制制
度度
に
つ
い
て

平
成
１８
年
４
月
か
ら
、
労
働
関
係
に
関
す

る
紛
争
を
迅
速
か
つ
適
性
に
処
理
し
、
実
効

的
な
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
労
働

審
判
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

労
働
審
判
手
続
き
は
、
こ
こ
の
労
働
者
と

事
業
主
と
の
間
に
生
じ
た
労
働
関
係
に
関
す

る
紛
争
に
つ
い
て
、
裁
判
官
で
あ
る
労
働
審

判
官
と
労
働
関
係
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識

経
験
を
有
す
る
労
働
審
判
員
２
人
で
組
織
す

る
労
働
審
判
委
員
会
が
、
原
則
と
し
て
３
回

以
内
の
期
日
で
審
理
し
、
適
宜
調
停
を
試
み
、

調
停
が
ま
と
ま
ら
な
け
れ
ば
労
働
審
判
を
行

う
と
い
う
手
続
き
で
す
。

労
働
審
判
制
度
の
開
始
後
、
相
当
数
の
事

件
に
お
い
て
調
停
が
成
立
す
る
な
ど
、
労
働

関
係
に
関
す
る
紛
争
が
労
働
審
判
手
続
き
の

申
立
て
を
契
機
と
し
て
解
決
し
て
い
ま
す
。

労
働
審
判
手
続
き
に
お
い
て
は
、
当
事
者

が
早
期
に
適
格
な
主
張
・
立
証
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
た
め
、
制
度
の
利
用
に
当

た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
法
律
の
専
門

家
で
あ
る
弁
護
士
に
相
談
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
で
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
岐
阜
地
方
裁
判
所

℡
０
５
８
‐
２
６
２
‐
５
１
２
１

募募
集集
・
採採
用用
に
係係
る
年
齢齢
制制
限限
を
設設

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

１０
月
１
日
か
ら
雇
用
対
策
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
募
集
・
採
用
に
係
る
年
齢
制
限
は
原

則
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
主
の
皆
様
に
は
、
年
齢
制
限
が
真
に

必
要
か
ど
う
か
再
度
ご
検
討
い
た
だ
き
、
労

働
者
の
適
性
、
能
力
、
経
験
、
技
能
等
の
程

度
の
み
に
よ
る
選
考
を
励
行
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
均
等
な
応
募

の
機
会
を
与
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
原
則
、
募
集
・
採
用
に
あ
た
り
年
齢
制
限

を
設
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
合
理

的
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
限
り
例
外
的
に

年
齢
制
限
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

【
例
外
的
に
年
齢
制
限
が
認
め
ら
れ
る
場
合
】

○
定
年
年
齢
を
上
限
と
し
て
、
当
該
上
限
年

齢
未
満
の
労
働
者
を
期
間
の
定
め
の
な
い

労
働
契
約
の
対
象
と
し
て
募
集
・
採
用
す

る
場
合

○
労
働
基
準
法
等
法
令
の
規
定
に
よ
り
年
齢

制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合

○
長
期
勤
続
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
図
る

観
点
か
ら
、
若
年
者
等
を
期
間
の
定
め
の

な
い
労
働
契
約
の
対
象
と
し
て
募
集
・
採

用
す
る
場
合

○
技
能
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
の
観
点
か
ら
特

定
の
職
種
に
お
い
て
労
働
者
数
が
相
当
程

度
少
な
い
特
定
の
年
齢
層
に
限
定
し
、
か

つ
、
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
の
対

象
と
し
て
募
集
・
採
用
す
る
場
合

○
芸
術
・
芸
能
の
分
野
に
お
け
る
表
現
の
真

実
性
等
の
要
請
が
あ
る
場
合

○
６０
歳
以
上
の
高
年
齢
者
又
は
特
定
の
年
齢

層
の
雇
用
を
促
進
す
る
施
策
（
国
の
施
策

を
活
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
限
る
。）の

対
象
と
の
な
る
も
の
に
限
定
し
て
募
集
・

採
用
す
る
場
合

【
お
問
い
合
せ
先
】
岐
阜
労
務
局

℡
０
５
８
‐
２
６
３
‐
５
５
１
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w

w
w
.gifu-roudoukyoku.go.jp/

ま
た
は
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
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揖
斐
川
町
役
場
へ

９
月
１４
日
�
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
国
際
協
会
三
三

四
‐
Ｂ
地
区
第
一

Ｒ
第
四
Ｚ
よ
り
揖

斐
川
図
書
館
の
ラ

イ
オ
ン
ズ
文
庫
へ

寄
付
金
５０
万
円
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

９
月
１９
日
�
、

五
十
川
は
ぎ
子
さ

ん
（
小
津
）
の
カ

ラ
オ
ケ
教
室
よ
り

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ

ラ
オ
ケ
イ
ベ
ン
ト

で
集
ま
っ
た
募
金

１５
万
５５
円
を
車
椅

子
購
入
の
た
め
に

い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

９
月
２７
日
�
、

ア
ー
ボ
株
式
会
社

な

れ

（
谷
汲
名
礼
）
の

す
ぎ
む
ら

代
表
取
締
役
杉
村

か
ず
の
り

和
敬
さ
ん
よ
り
教

育
の
振
興
の
た
め

に
寄
付
金
９０
万
円

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
尚
和
園
へ

林

良
夫
さ
ん

北
方
三
区

梨

あ
た
た
か
い
善
意

緊
急
地地
震震
速速
報報
が
始
ま
り
ま
し
た
！

今
年
の
１０
月
１
日
か
ら
緊
急
地
震
速
報
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
緊
急
地
震
速
報
と
は
、

最
大
震
度
５
弱
以
上
と
推
定
し
た
地
震
の
際

に
、
強
い
揺
れ
（
震
度
４
以
上
）
の
地
域
の

名
前
を
強
い
揺
れ
が
来
る
前
に
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
で
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
震
源
に
近
い
地
域
で
は
「
緊
急

地
震
速
報
」
が
強
い
揺
れ
に
間
に
合
わ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
気
象
庁
地
震
火
山
部
管

理
課

℡
０
３
‐
３
２
１
２
‐
８
３
４
１

日日
本本
司
法法
支
援
セ
ン
タ
ー
【
法法
テ
ラ
ス
】

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ーー
に
つ
い
て

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
「
法
テ
ラ
ス
」

は
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
の
情

報
や
サ
ー
ビ
ス
を
全
国
ど
こ
で
も
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
全
国
に
５０
ヵ
所
以
上
の
事
務
所
を

置
き
、
１８
年
１０
月
よ
り
以
下
の
業
務
を
開
始

し
ま
し
た
。

法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
の
に
ど
の
よ

う
な
方
法
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
、
ど
こ

に
相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
と

い
っ
た
と
き
は
、
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
情
報
提
供

法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
役

立
つ
情
報
の
無
料
提
供

○
民
事
法
律
扶
助

資
力
の
乏
し
い
方
の
た

め
の
無
料
相
談
や
裁
判
費
用
な
ど
の
立
替
え

○
司
法
過
疎
対
策

弁
護
士
が
い
な
い
な
ど

法
律
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
難
し
い

地
域
で
の
適
切
な
料
金
で
の
法
律
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

○
犯
罪
被
害
者
支
援

被
害
者
支
援
に
詳
し

い
弁
護
士
や
支
援
団
体
な
ど
に
関
す
る
情

報
の
無
料
提
供

○
国
選
弁
護
関
連
業
務

国
選
弁
護
人
を
確

保
し
、
捜
査
か
ら
裁
判
ま
で
一
貫
し
た
国

選
弁
護
体
制
の
整
備

・
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
一
般
相

談
）
０
５
７
０
‐
０
７
‐
８
３
７
４

・
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
犯
罪
被
害

者
相
談
）
０
５
７
０
‐
０
７
‐
９
７
１
４

・
法
テ
ラ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w

w
w
.houterasu.or.jp

【
お
問
い
合
せ
先
】
日
本
司
法
支
援
セ
ン

タ
ー
岐
阜
地
方
事
務
所

℡
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
４
７
１

落落
と
し
物物
の
取
り
扱扱
い
が
変変
わ
り
ま
す
！

平
成
１９
年
１２
月
１０
日
か
ら
「
改
正
遺
失
物

法
」
が
施
行
さ
れ
、
落
と
し
物
の
取
扱
が
次

の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

○
警
察
署
で
保
管
で
き
る
期
間
が
３
か
月
に

短
縮
さ
れ
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
落
と
し
物
の
情
報
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
個
人
情
報
が
入
っ
た
落
と
し
物
は
、拾
っ
た

人
が
所
有
権
を
取
得
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

○
２
週
間
以
内
に
落
と
し
主
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
傘
や
衣
類
な
ど
は
、
売
却
な
ど
の

処
理
を
し
ま
す
。

○
迷
い
犬
・
迷
い
猫
は
都
道
府
県
等
が
取
り

扱
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
警
察
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。（http

://w
w
w
.npa.go.jp

）

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
警
察
署
会
計
課

℡
０
５
８
５
‐
２
３
‐
０
１
１
０

お
詫
び
と
訂
正

広
報
い
び
が
わ
１０
月
号
で
次
の
箇
所

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く

お
詫
び
し
次
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
２５（
出
生
〜
お
誕
生
お
め
で
と
う
〜
）

さ
い
と
う

あ
お
は

正

表
山

齋
藤

碧
葉

さ
い
と
う

あ
お
ば

誤

表
山

齋
藤

碧
葉
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SPA

いびがわ 特産品シリーズ ニラ（ユリ科）【韮】

ニラは栽培されていますが、逸出し野生化したニラが畦、道路脇や石垣の間などによく見
かけることが出来ます。ニラは東アジアの原産ですから日本には弥生時代、中国大陸から朝鮮
半島を経て持ち込まれたもので、食材としての歴史は大変旧いと言えます。夏から秋にかけて
長さ５０センチぐらいの花茎を出して、先端に白色の花を沢山散形花序につけます。白色花は６
枚の花被からなっています。
ニラには特有の匂いがあり、鱗茎から伸びる扁平な葉は柔らかく長さが３０㎝ほどの線形です。
葉を採り味噌汁に浮かべたり、味噌和え、ニラ粥、ニラ雑炊などとして食べます。強壮、強精、
下痢止めの効き目があります。戦後中国から引き揚げて来られた人達が盛んに餃子を食べたの
です。その影響か急激にニラの需要が増加し、栽培面積も増加しました。ニラの種子を乾燥し
たものが生薬の韮子（キュウシ）で腰痛、小便の回数が多いときに３０－４０粒をよく砕いて水で
服用します。

（岐阜薬科大学名誉教授 水野瑞夫）

みんなで温泉に入ってスタンプを集めよう！！
いび川温泉では、お客様へのサービスの一環として「スタンプカード」を実施しています。
温泉棟入場者１名につき１回スタンプを押します。スタンプが２０個貯まりますと、次回の入場が１名様に
限り「無料」となります。
全ての入場券がポイントの対象となり、グループやご家族での利用も可能ですので、ぜひともご活用くださ
い。なお、毎月２６日は「風呂の日」として「ポイント２倍デー」となりますので、皆さんお誘い合わせのうえ
「いび川温泉」をお楽しみください。

☆『お得な回数券』販売しています☆
回数券は１２枚綴りで大人５，０００円、子ども

３，０００円とお得な料金となっています。

また、「贈り物」として回数券をご利用く

ださい。「癒しの時間と空間」をプレゼント

してみてはいかがでしょう。

《スタンプカード》

【いび川温泉藤橋の湯 １１月の休館日】

１１月１日�・１１月８日�・１１月１５日�
１１月２２日�・１１月２９日�

皆様の日頃のご愛顧に感謝の意を込めまして優待券を提供させていただきます。
人数分を切り取ってご利用ください。

１ １枚につき２名様まで利用できます。
２ １名につき１５０円で入場ができます。
３ 有効期限は平成２０年３月３１日までです。 【お問い合せ先】

いび川温泉藤橋の湯 ℡５２－１１２６

優 待 券優 待 券優 待 券優 待 券優 待 券

いい湯便り



平成1９年９月届出分

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて
「広報掲載申込書」をお出しください。

〈平成１９年１０月１日現在〉

納期限のお知らせ
１０月３１日� 町（県）民税（３期）

国民健康保険税（６期）

介護保険料（６期）

１１月３０日� 国民健康保険税（７期）

介護保険料（７期）

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日まで
に預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で

今月の主な行事

（１０月２８日～１２月１日までに行われる主な行事）
１１月３日�

秋の城台山公園と揖斐川の町並みウォーキング
１１月４日�

消防教練会
１１月１１日�

いびがわマラソン
谷汲もみじまつり

１１月１８日�
横蔵寺もみじまつり

１１月２５日�
青少年育成町民大会

婚姻 ～幾久しくお幸せに～
妻夫

死亡 ～おくやみ申し上げます～
年 齢氏 名地 区

世帯数（対前月比）
８，０８９（＋１）
５，５３６（＋３）
１，０９８（±０）
５７３（±０）
４５６（－１）
１７０（＋２）
２５６（－３）

女
１３，３１１
９，５００
１，８７９
７７９
６９２
１６５
２９６

男
１２，２８０
８，８５７
１，７２７
６９５
６０２
１６１
２３８

人口（対前月比）
２５，５９１（－５１）
１８，３５７（－２２）
３，６０６（－１１）
１，４７４（－４）
１，２９４（－６）
３２６（＋２）
５３４（－１０）

合計
揖斐川地域
谷汲地域
春日地域
久瀬地域
藤橋地域
坂内地域

７１

７８

６０

９２

８３

６４

８６

５７

９２

５１

８０

８６

９５

９４

７９

８５

８８

７４

富田 秀子

谷村 初枝

上野 光男

田中 道夫

田中 ふじゑ

藤原 勇

宮川 いそゑ

河合 明

窪田 美

平尾 佳寿美

所 和子

立川 志江

林 松良

小寺 をなを

小寺 なを

小寺 虎市

川村 春一

大西 逸雄

姥 坂

下 町

福 島

溝 口

中 瀬 古

浜 里 団 地

加 茂 団 地

白 樫

和 田

谷 汲 名 礼

春 日 六 合

春 日 六 合

春 日 六 合

春 日 香 六

春 日 川 合

春 日 川 合

春 日 川 合

東 津 汲

高 小代美 （西横山）粟野 裕 （大垣市）

出生 ～お誕生おめでとう～
お母さんお父さん赤ちゃん地 区
友子

マイ

あづさ

美穂

里絵

三重子

佳代子

美沙

美沙

綾

誠

雄二

健志郎

大二

邦弘

竜郎

正幸

克文

克文

晴久

ひろ せ き ら

廣瀬 綺良

はしもと ひめ か

橋本 姫華

はやし

林 すず

いしぐれ あま と

石榑 天音

わかはら ゆう ま

若原 由真

おか べ しゅうや

岡部 修也

ひろ せ ゆ な

�瀬 由奈

いわ い せい じ

岩井 聖治

いわ い しょうま

岩井 聖真

く ぼ た み ほ

久保田 珠帆

北 方 １ 区

北 方 １ 区

房 島 ６ 区

志 津 山

長 良

長 良

清 水

黒 田

黒 田

谷 汲 名 礼

IBIGAWA 2007 November31



【編集・発行】　揖斐川町役場　総務部政策広報課 
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注）掲示のバス時刻は、一般的なプランです。ご利用の際は、時刻表を確認のうえお越しください。 
　　路線系統・乗換の都合上、全ての地域の時刻が反映されないことをご了承ください。 

欲ばり秋満喫！！　谷汲・横蔵寺 もみじまつりと紅葉を見に行こう 
（坂内・藤橋・久瀬地域から） 行 き 

広　瀬
8:34

横山診療所
8:51

東津汲
9:02

北方小前
9:14

本揖斐
9:25

揖斐駅
9:35

本揖斐 
9:50

谷汲山
10:07

谷汲山
11:30

横　蔵
11:45

乗　換 

（久瀬・藤橋・坂内地域へ） 帰 り 

 

色
鮮
や
か
な
紅
葉
に
包
ま
れ
て
、心
を
ゆ
っ
く
り
秋
の
季
節
に
か
た
む
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

     横蔵寺もみじまつりへはこちら 

谷汲山華厳寺 
門前参道散策 

横　蔵
14:48

木曽屋
14:55

谷汲山
15:03

谷汲西村
15:13

本揖斐
15:20

揖斐駅
15:30

揖斐駅
15:25

本揖斐 
15:35

北方小前
15:45

東津汲
15:58

横山診療所
16:09

広瀬
16:26

乗　換 

（揖斐〔清水〕地域から） 行 き 
大野バスセンター

8:15
清　水
8:24 

長　良
8:26

本揖斐
8:30

　揖斐川町役場
8:34

揖斐駅
8:40

本揖斐
9:10

谷汲山
9:27

谷汲山
11:30

横　蔵
11:45

乗　換 

（揖斐〔清水〕地域へ） 帰 り 

     横蔵寺もみじまつりへはこちら 

谷汲山華厳寺 
門前参道散策 

横　蔵
14:48

木曽屋
14:55

谷汲山
15:03

谷汲西村
15:13

本揖斐
15:20

揖斐駅
15:30

揖斐駅
15:28

揖斐川町役場 
15:33 

本揖斐
15:38

長　良
15:40

清　水
15:42

大野バスセンター
15:53

乗　換 

（春日地域から） 行 き 
美　束
8:21

川　合 
8:32 

六　合 
8:42

市場宮前
8:53

揖斐和田
9:00

揖斐駅
9:04

揖斐駅
9:40

谷汲山
10:07

谷汲山
11:30

横　蔵
11:45

乗　換 

（春日地域へ） 帰 り 

     横蔵寺もみじまつりへはこちら 

粕川ふれあい市場（朝市） 
 　　　　　　8:00～12:00

谷汲山華厳寺 
門前参道散策 

横　蔵
14:48

木曽屋
14:55

谷汲山
15:03

谷汲西村
15:13

本揖斐
15:20

揖斐駅
15:30

揖斐駅
15:35

揖斐和田 
15:39

市場宮前
15:46

六　合
15:57

川　合
16:07

美　束
16:18

乗　換 

（谷汲地域から） 行 き 
谷汲西村
9:57

中　村 
9:58 

谷汲深根 
9:59

大洞口
10:01

山　田 
11:24

結　城
11:25

名礼口
10:03

 谷汲山
10:07

谷汲山
11:30

上名礼
11:33

木曽屋
11:38

 横　蔵
11:45

（谷汲地域へ） 帰 り 

谷汲口駅
11:20

長瀬診療所前
11:23

谷　汲
11:26

谷汲山
11:28

横　蔵
16:23

木曽屋
16:30

谷汲山
16:38

名礼口
16:42

大洞口
16:44

谷汲西村
16:48

谷汲山
16:38

谷　汲 
16:40 

結　城
16:41

山　田
16:42

長瀬診療所前
16:43

谷汲口駅
16:46

乗　換 

（養老鉄道揖斐駅から） 行 き 

揖斐駅
9:40

揖斐川町役場  
9:45 

揖斐川町 
9:47

本揖斐
9:50

東光寺
9:54

谷汲山
10:07

（養老鉄道揖斐駅へ） 帰 り 

横　蔵
14:48

木曽屋 
14:55

谷汲山 
15:03

谷汲西村
15:13

本揖斐
15:20

揖斐駅
15:30

樽見線電車着 
11:18

養老線電車着 
9:28

養老線電車発 
16:15

横　蔵
16:23

木曽屋 
16:30 

谷汲山 
16:38

谷汲西村
16:48

本揖斐
16:55

揖斐駅
17:05

養老線電車発 
17:14

樽見線(大垣行)発 
16:48

 横蔵寺もみじまつりへ 
お出かけは、こちらに乗換 

谷汲山
11:30

上名礼
11:33

木曽屋
11:38

 横　蔵
11:45

 横蔵寺もみじまつりへ 
お出かけは、こちらに乗換 

午後4時30分～午後9時30分 
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